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1. 本書について 

 

株式会社両備システムズ 認証セキュリティ製品「ARCACLAVIS NEXT」をご利用いただき、誠にありがと

うございます。 

 

ARCACLAVIS NEXT（アルカクラヴィス ネクスト、以下、NEXT）は、パスワードによる認証に ICカード

認証や生体認証、ワンタイムパスワード認証などを組み合わせた二要素認証により、多くの情報を扱うコン

ピューター利用時の確実な本人認証を実現し、なりすまし、不正行為、情報漏えいを防ぐための認証強化を

行うことができるセキュリティ製品です。 

 

本書は、NEXT チームサーバーについて説明するガイドです。 

 

1.1. 本書の表記 

本書は、以下に示す表記、記号、四角囲い付きスタイルで記載しています。 

 

表記例 説明 

<OK>、<キャンセル>、<次へ>、<適用> ボタン名は、”<>”で囲んで表しています。 

[ファイル]-[開く] メニューのコマンドの選択順を表しています。 

「ダイアログ名」、「入力値」、「画面名」、「ファ

イル名」 

“「」”で囲んでいる箇所は、ダイアログ名や入力値な

どを表しています。 

チェックする、チェックしない、チェックをはずす、

オンする、オフする 

チェックボックスなどを選択する/選択しない、

ON/OFFすることを表しています。 

[Ctrl]キー キーは、“[]”で囲んで表しています。 

[Ctrl]+[Alt]+[Del]キー “+”で連結しているキー表記は、同時に複数のキーを

押すことを表しています。 

※ 注釈を表しています。補足説明、コメントを記載して

います。 

サインイン/サインアウト 「サインイン/サインアウト」「ログオン/ログオフ」

の操作、機能名称は「サインイン/サインアウト」を

使用して記載しています。 

 

 ご利用にあたり、注意いただきたい事項について説明します。 

 

 
 

 

 補足的な情報について説明します。 
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1.2. 用語 

 

ARCACLAVIS NEXT の用語については、「ARCACLAVIS NEXT 用語集」を参照してください。 
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2. 関連するマニュアル 

 

本書以外にチーム版のご利用にあたり、参照すべきマニュアルを一部、抜粋します。 

 

内容 マニュアル 

注意事項や制約事項について ARCACLAVIS NEXT リリースノート 

用語について ARCACLAVIS NEXT 用語集 

チーム版について ARCACLAVIS NEXT エディションガイド 

動作環境について ARCACLAVIS NEXT 動作環境一覧 

NEXT マネージャーについて ARCACLAVIS NEXT 管理者ガイド 

NEXT クライアントについて ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド 

ログについて ARCACLAVIS NEXT ログ出力内容一覧 

トラブルシュートについて ARCACLAVIS NEXT トラブルシューティングガイド 
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3. 概要 

 

この章では、ARCACLAVIS NEXT システムおよび NEXT マネージャーの概要について説明します。 

 

3.1 システム構築手順 

 

NEXT チームサーバーのシステム構築は、以下の手順で行ってください。 

 

 

 

 

 

  

 NEXT クライアントのインストール手順については、「ARCACLAVIS NEXT セットア

ップガイド」を参照してください。 

サーバー
•管理者がNEXT チームサーバーをインストールします。

設定
•管理者がNEXT マネージャーのクライアント設定で設定します。

ダウンロ

ード

•管理者がクライアント設定から設定した「クライアント設定ファイル」をダウンロ

ードします。

クライア

ント

•NEXT クライアントのインストール時に「クライアント設定ファイル」を配置して、

インストールと同時に設定を取り込ませます。
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3.2 ワンタイムパスワード認証の概要 

 

ARCACLAVIS NEXT では、スマートフォンの Authenticatorアプリを利用した 6桁の数字によるワンタイ

ムパスワード認証を利用できます。 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ARCACLAVIS NEXTのワンタイムパスワード認証を利用するうえでの主なフローは以下の通りです。 

 

フロー 説明 

ワンタイムパスワード

シークレットの発行 

ワンタイムパスワード認証を利用するうえでの事前準備として、ユーザーがワ

ンタイムパスワードシークレットの発行を行います。 

ワンタイムパスワード

認証 

ユーザーがワンタイムパスワードシークレットの発行を行うと、以下の機能を

使用することができます。 

・ワンタイムパスワード認証による NEXT クライアントへのサインイン 

・ワンタイムパスワード認証による NEXT マネージャーへの二段階認証 

ワンタイムパスワード

シークレットのリセッ

ト 

ワンタイムパスワードシークレットを発行したスマートフォンを故障／紛失

し、これまで利用していたスマートフォンを利用ができなくなった場合、ワン

タイムパスワードシークレットを一度リセットし、再度ワンタイムパスワード

シークレットを発行します。 

 

  

ARCACLAVIS NEXT  user1 

208 129  ● 
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3.2.1. ワンタイムパスワードシークレットの発行 

 

ワンタイムパスワードシークレットの発行は、NEXT チームサーバーのユーザーポータル、または NEXT ク

ライアントで行うことができます。 

 

 

 

 

1. NEXT チームサーバーのユーザーポータルでワンタイムパスワードシークレットを発行する場合は、以

下の手順で行ってください。 

 

 

 

 

 NEXT チームサーバーのユーザーポータルでワンタイムパスワードシークレットを発行

する手順については、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド」を参照してく

ださい。 

 NEXT チームサーバーの管理者ポータルでは、ワンタイムパスワードシークレットを発行す

ることはできません。 

サーバー
•ユーザーがNEXT チームサーバーのユーザーポータルにサインインします。

サーバー

•ユーザーがワンタイムパスワード登録を行い、ワンタイムパスワードシークレ

ットを発行します。

スマート

フォン

•ユーザーが表示されたQRコードをスマートフォンのAuthenticatorアプリで読

み込みます。

サーバー

•ユーザーがスマートフォンのAuthenticatorアプリに表示されたワンタイムパス

ワードを入力します。

サーバー

•ユーザーがワンタイムパスワードのリカバリーコードをメモ、またはダウンロ

ードします。

サーバー
•ユーザーにワンタイムパスワードシークレットが登録されます。
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2. NEXT クライアントでワンタイムパスワードシークレットを発行する場合は、以下の手順で行ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

  

 NEXT クライアントでワンタイムパスワードシークレットを発行する手順については、

「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド」を参照してください。 

クライア

ント

•ユーザーがNEXT クライアントのサインイン画面からワンタイムパスワード認

証を選択します。

クライア

ント

•ユーザーがワンタイムパスワード登録を行い、ワンタイムパスワードシークレ

ットを発行します。

スマート

フォン

•ユーザーが表示されたQRコードをスマートフォンのAuthenticatorアプリで読

み込みます。

クライア

ント

•ユーザーがスマートフォンのAuthenticatorアプリに表示されたワンタイムパス

ワードを入力します。

クライア

ント

•ユーザーがワンタイムパスワードのリカバリーコードをメモします。

クライア

ント

•ユーザーにワンタイムパスワードシークレットが登録されます。
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3.2.2. ワンタイムパスワード認証 

 

ワンタイムパスワード認証は、NEXT チームサーバー、および NEXT クライアントで行います。 

ワンタイムパスワード認証を行う場合は、ワンタイムパスワードシークレットが発行済である必要がありま

す。 

 

1. NEXT チームサーバーでワンタイムパスワード認証を行う場合は、以下の手順で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

  

 NEXT チームサーバーの管理者ポータルでワンタイムパスワード認証を行う手順につい

ては「5.1.2. ワンタイムパスワード認証でのサインイン」を、ユーザーポータルでワン

タイムパスワード認証を行う手順については「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作

ガイド」を参照してください。 

サーバー

•管理者（またはユーザー）がNEXT チームサーバーのサインイン画面でNEXT

ユーザーID、NEXT パスワードを入力します。

サーバー

•管理者（またはユーザー）がスマートフォンのAuthenticatorアプリに表示され

たワンタイムパスワードを入力します。

サーバー
•NEXT マネージャーにサインインします。
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2. NEXT クライアントでワンタイムパスワード認証を行う場合は、以下の手順で行ってください。 

 

 

 

 

  

 NEXT クライアントでワンタイムパスワード認証を行う手順については、

「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド」を参照してください。 

クライア

ント

•ユーザーがNEXT クライアントのサインイン画面からワンタイムパスワード認

証を選択します。

クライア

ント

•ユーザーがNEXT ユーザーID、NEXT パスワードを入力します。

クライア

ント

•ユーザーがスマートフォンのAuthenticatorアプリに表示されたワンタイムパス

ワードを入力します。

クライア

ント

•Windowsにサインインします。
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3.2.3. ワンタイムパスワードシークレットのリセット 

 

ユーザーのワンタイムパスワード認証を解除する場合、またはワンタイムパスワードシークレットを発行し

たスマートフォンが故障／紛失した場合に、リカバリーコードを使用してワンタイムパスワードシークレッ

トのリセットを行う必要があります。 

 

ワンタイムパスワードシークレットのリセットは、NEXT チームサーバーで行います。 

 

対応者および手段 ワンタイムパスワードシークレットを発行したスマートフ

ォンの利用が不可（故障／紛失など） 

ユーザーはリカバリーコー

ドの利用が可能 

ユーザーはリカバリーコー

ドの利用が不可（紛失など） 

管理者 管理者ポータルで対象ユーザ

ーのワンタイムパスワードシ

ークレットをリセットする 

〇 〇 

ユーザー ユーザーポータルにリカバリ

ーコードを使用してサインイ

ンし、ワンタイムパスワード

シークレットをリセットする 

〇 × 

 

1. NEXT チームサーバーの管理者ポータルでワンタイムパスワードシークレットをリセットする場合は、

以下の手順で行ってください。 

 

 

 

 

 

  

 NEXT チームサーバーの管理者ポータルでワンタイムパスワードシークレットをリセッ

トする手順については、「11.7.3. ワンタイムパスワードシークレットのリセット」を

参照してください。 

サーバー
•管理者がNEXT チームサーバーの管理者ポータルにサインインします。

サーバー

•管理者がワンタイムパスワードシークレットをリセットするNEXT ユーザーの

ワンタイムパスワード設定画面を開きます。

サーバー
•管理者がワンタイムパスワードシークレットをリセットします。
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2. NEXT チームサーバーでリカバリーコードを使用してワンタイムパスワードシークレットをリセット

する場合は、以下の手順で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

  

 NEXT チームサーバーでリカバリーコードを使用してワンタイムパスワードシークレッ

トをリセットする手順については、「ARCACLAVIS NEXT トラブルシューティングガ

イド」を参照してください。 

サーバー

•管理者（またはユーザー）がNEXT チームサーバーのサインイン画面でNEXT

ユーザーID、NEXT パスワードを入力します。

サーバー

•管理者（またはユーザー）がワンタイムパスワードシークレットのリカバリー

コードを入力します。

サーバー

•管理者がワンタイムパスワードシークレットをリセットして、NEXT マネージ

ャーにサインインします。
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4. インストールする 

 

4.1 システム構成 

 

NEXT チームサーバーのシステムの構成例を説明します。 

 

・NEXT チームサーバーの 1台構成 

Webサーバーとデータベースをサーバー1台で構築します。 

構成は「NEXT オールインワンサーバーの 1台構成」と同一となりますが、NEXT サーバーの一部機

能が制限されています。 

30日のライセンス形態であり、ライセンスが切れるとほとんどの機能が使用できなくなります 
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4.2 NEXT チームサーバー 

 

4.2.1. インストールされるミドルウェア 

 

⚫ NEXT チームサーバーをインストールすると以下のミドルウェアが同時にインストールされます。 

 

インストールされるミドルウェア 

Microsoft .NET 8.0.3 - Windows Server Hosting 

Microsoft .NET Runtime - 8.0.3 (x64) 

Microsoft .NET Runtime - 8.0.3 (x86) 

Microsoft ASP.NET Core 8.0.3 – Shared Framework (x64) 

Microsoft ASP.NET Core 8.0.3 – Shared Framework (x86) 

Microsoft Visual C++ 2015-2022 Redistributable (x64) - 14.40.33810 

Microsoft Visual C++ 2015-2019 Redistributable (x86) - 14.25.28508 

Microsoft Internet Information Server（以下、IIS） 

PostgreSQL 13 

RS OLFACE 2.0.1.0 

 

⚫ NEXT チームサーバーをインストールすると以下の設定が行われます。 

 

インストール時に設定されるもの 

IIS用 SSLサーバー証明書 

IIS管理コンソールの有効化 

IIS NEXT チームサーバーのWebサイトの作成 

ログ管理用タスクスケジューラの作成 

 

 

 900MBより大きいサイズのコンテンツファイルはアップロードできません。 

 

  

 IISの設定により、900MB以下のコンテンツファイルをアップロードできます。 
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4.2.2. ミドルウェア、ドライバ、ランタイムをインストールする  

 

NEXT マネージャーで、ユーザーの顔画像ファイルから顔情報を登録できるようにするため、NEXT チーム

サーバー用コンピューターに、顔認証用のランタイム「RS OLFACE」をインストールします。 

NEXT チームサーバーをインストールすると RS OLFACEはインストールされるため、別途インストールす

る必要はありません。 
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4.2.3. NEXT チームサーバーをインストールする 

 

NEXT チームサーバーのインストールは、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. NEXT サーバーインストーラー チーム版「SetupNEXTTeamServer<バージョン>.exe」を NEXT チ

ームサーバー用コンピューターに配置してください。 

3. 「SetupNEXTTeamServer<バージョン>.exe」を実行してください。 

4. スプラッシュスクリーンが表示されます。インストールの準備をしていますので、少しお待ちください。 

 

5. 下図が表示されます。使用許諾契約書をお読み頂いて内容に同意して頂ける場合は「同意する」を選択

して<次へ>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

  

 使用許諾契約書の内容に同意して頂けない場合は、<キャンセル>ボタンをクリックし

て、インストールを中止してください。 
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6. 下図が表示されます。データベースの配置先を指定して<次へ>ボタンをクリックしてください。 

 

7. 下図が表示されます。データベースのパスワードを指定して<次へ>ボタンをクリックしてください。 

 

8. 下図が表示されます。設定内容を確認し、問題なければ<インストール>ボタンをクリックしてください。 
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9. 下図が表示されます。インストール中に IIS（インターネットインフォメーションサーバー）の設定を行

うため、IISの動作を確認する画面です。<はい>ボタンをクリックしてください。 

  製品のインストールには、IISの停止が必要になります。 

業務時間でのシステム停止を避けたい場合は、<いいえ>ボタンを押してください。 

 

10. しばらくすると、下図が表示され、インストールが開始されます。少しお待ちください。 

 

 

  

 NEXT サーバーインストーラー チーム版に同梱されている「.NET Core Hosting 

Bundle」より古いバージョンがインストールされている場合は、「.NET Core Hosting 

Bundle」は自動でアップデートされます。 

 

NEXT サーバーインストーラー チーム版に同梱されている「.NET Core Hosting 

Bundle」と同じバージョン、または新しいバージョンがインストールされている場合で

あっても、「.NET Core Hosting Bundle」が正常にインストールされていない場合は、

IIS NEXT チームサーバーのWebサイトにアクセスできない状態になります。 

インストール済みの「.NET Core Hosting Bundle」をアンインストールしてコンピュ

ーターを再起動した後、改めて NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してく

ださい。 

 PostgreSQLのインストールに少し時間が必要になります。インストールが開始される

までしばらくお待ちください。 
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11. 下図が表示されます。初回インストールの完了には再起動が必要です。<すぐに再起動>を選択し、<完

了>ボタンをクリックして再起動してください。 

 

 

  

 <すぐに再起動>を選択し、<完了>ボタンをクリックした場合に以下の画面が表示され

た場合は、スタートメニューから[電源]-[再起動]を選択して手動で再起動を行ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 初回以外の上書きインストールでは、以下の画面が表示されます。以下の画面が表示さ

れた場合は再起動は必要ありません。<完了>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      

チーム版ガイド 

 

28 
 

4.2.4. NEXT チームサーバーをバージョンアップする 

 

NEXT チームサーバーのバージョンアップは、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. NEXT チームサーバー用コンピューターの任意の場所にフォルダを作成してください。 

※フォルダ名は任意とします。 

3. 作成したフォルダに NEXT サーバーインストーラー チーム版「SetupNEXTTeamServer<バージョン

>.exe」を配置してください。 

4. 「SetupNEXTTeamServer<バージョン>.exe」を実行してください。 

5. スプラッシュスクリーンが表示されます。インストールの準備をしていますので、少しお待ちください。 
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6. 下図が表示されます。「上書きインストール」、または「修復インストール」を選択して<次へ>ボタン

をクリックしてください。 

通常は、「上書きインストール」を選択してください。 

「修復インストール」を選択した場合は、NEXT チームサーバーのモジュールが全て再インストールさ

れます。 

NEXT チームサーバーの動作が不安定になった場合は、「修復インストール」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 インストール済みの NEXT チームサーバーのバージョンと実行中の NEXT サーバーイ

ンストーラー チーム版のバージョンが異なる場合は、強制的にインストールモードが選

択され、本画面が表示されない場合があります。 

例として、以下のような状態が発生した場合、インストールモードの選択画面は表示さ

れません。 

 ・「Microsoft .NET Runtime」のメジャーバージョンアップが発生した場合 

 ・製品のバージョンアップ時に不要なモジュールが残存する状態が発生した場合 
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7. 下図が表示されます。設定内容を確認し、問題なければ<インストール>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

8. 下図が表示されます。インストール中に IIS（インターネットインフォメーションサーバー）の設定を行

うため、IISの動作を確認する画面です。<はい>ボタンをクリックしてください。 

  製品のインストールには、IISの停止が必要になります。 

業務時間でのシステム停止を避けたい場合は、<いいえ>ボタンを押してください。 

 

  

 NEXT 管理/ログ DBのパスワード等は、初回インストール時のみ設定できます。再度、

設定したい場合は、一度、NEXT チームサーバーと PostgreSQLをアンインストール後

に再度インストールしてください。 
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9. しばらくすると、下図が表示され、インストールが開始されます。少しお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 NEXT サーバーインストーラー チーム版に同梱されている「.NET Core Hosting 

Bundle」より古いバージョンがインストールされている場合は、「.NET Core Hosting 

Bundle」は自動でアップデートされます。 

 

NEXT サーバーインストーラー チーム版に同梱されている「.NET Core Hosting 

Bundle」と同じバージョン、または新しいバージョンがインストールされている場合で

あっても、「.NET Core Hosting Bundle」が正常にインストールされていない場合は、

IIS NEXT チームサーバーのWebサイトにアクセスできない状態になります。 

インストール済みの「.NET Core Hosting Bundle」をアンインストールしてコンピュー

ターを再起動した後、改めて NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してくだ

さい。 
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10. データベース移行が必要な場合は、以下の画面が開きます。しばらくお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 データベース移行のチェック中にエラーが発生した場合は、下図が表示され、エラーメ

ッセージが表示されます。 

エラー内容を確認して頂き、スタートメニューから再実行してください。 

スタートメニューから再実行する場合は、「NEXT データベース移行」を参照してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データベース移行が不要な場合は、Powershellウィンドウは表示されません。 

手順 13の<完了>ボタンをクリックしてバージョンアップは終了となります。 
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11. データベース移行の準備が完了すると、下図が表示されます。<はい>ボタンをクリックしてデータベー

ス移行を実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 <いいえ>ボタンをクリックすると、データベース移行を中断します。 

 

 

 

 

 

 

データベースに蓄積されたデータ量に応じて、データベース移行にかかる時間が長くな

ります。 

移行中は NEXT チームサーバーの機能が利用できません。 

都合の良い時間帯に移行を実行する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてバージョ

ンアップを完了し、その後でデータベース移行を行ってください。 

後でデータベース移行を行う手順は、「NEXT データベース移行」を参照してください。 
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12. データベース移行が完了すると下図が表示されますので、<OK>ボタンをクリックしてください。 
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 データベース移行の実行中にエラーが発生した場合は、下図が表示され、エラーメッセ

ージが表示されます。 

エラー内容を確認して頂き、スタートメニューから再実行してください。 

スタートメニューから再実行する場合は、「NEXT データベース移行」を参照してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、イベントログにもエラー内容が出力されます。 
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13. 下図が表示されます。<完了>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 NEXT チームサーバーのバージョンアップ後、システムが再起動を必要と判断した場合

は、以下の画面が表示されますので、必ず再起動を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 11でデータベース移行処理を実行した場合は、手順 12の完了ダイアログが表示さ

れるまでは再起動を行わないようにしてください。 

 

<すぐに再起動>を選択し、<完了>ボタンをクリックした場合に以下の画面が表示され

た場合は、スタートメニューから[電源]-[再起動]を選択して手動で再起動を行ってくだ

さい。 
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4.2.5. スタートメニュー 

 

NEXT チームサーバーをインストールすると、スタートメニューに「NEXT データベース移行」が追加され

ます。 

 

NEXT データベース移行 

 

スタートメニューからデータベース移行を実行する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから「ARCACLAVIS NEXT」-「NEXT データベース移行]をクリックしてください。 

 

3. データベース移行が必要な状態かどうかチェックします。しばらくお待ちください。 
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 データベース移行のチェック中にエラーが発生した場合は、下図が表示され、エラーメ

ッセージが表示されます。 

エラー内容を確認して頂き、スタートメニューから再実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データベース移行が不要な場合は、下図が表示されます。 
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4. データベース移行が必要な場合は、下図が表示されます。<はい>ボタンをクリックしてデータベース移

行を実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. データベース移行が完了すると下図が表示されますので、<OK>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 <いいえ>ボタンをクリックすると、データベース移行を中断します。 

 

 

 

 

 

 

データベースに蓄積されたデータ量に応じて、データベース移行にかかる時間が長くな

ります。 

移行中は NEXT チームサーバーの機能が利用できません。 

都合の良い時間帯に移行を実行する場合は、「いいえ」ボタンをクリックし、後で再度

スタートメニューからデータベース移行を行ってください。 
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 データベース移行の実行中にエラーが発生した場合は、下図が表示され、エラーメッセ

ージが表示されます。 

エラー内容を確認して頂き、再実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、イベントログにもエラー内容が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      

チーム版ガイド 

 

41 
 

4.2.6. 証明書の設定をする 

 

NEXT サーバーインストーラー チーム版でインストールした場合、NEXT チームサーバー用の自己証明書

が適用されています。 

 

独自の認証機関より発行された証明書を設定する場合は以下の手順が必要です。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[インターネット インフォメーション サービス (IIS) 

マネージャー]を選択して IISマネージャーを開きます。 

 

  

 証明書は拡張子「.pfx」のファイルです。 

以下の手順では NEXTServerExample.pfxとしています。 
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3. IISマネージャーの「接続」ビューのコンピューター名をクリックし、「機能」ビューから「サーバー証

明書」をクリックし、「操作」ウィンドウの「機能を開く」をクリックします。 

 

 

4. 「サーバー証明書」画面が表示されます。「操作」ウィンドウから「インポート」をクリックします。 
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5. 「証明書のインポート」画面が表示されます。「証明書ファイル」に証明書のパスを、「パスワード」

に証明書のパスワードを入力して<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

6. 以下のように証明書が追加されます。 
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7. 「接続」ビューの「サイト」をクリックし、「機能」ビューから「NEXTServer」をクリックして、「操

作」ウィンドウの「バインド」をクリックします。 

 

 

8. 「サイト バインド」画面が表示されます。「https」の列を選択し、<編集>ボタンをクリックします。 
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9. 「サイト バインドの編集」画面が表示されます。「SSL証明書」を手順 6で追加した証明書に変更し、

<OK>ボタンをクリックして設定は完了です。 
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4.2.7. NEXT サーバー再設定ツール 

 

NEXT サーバー再設定ツールとは、NEXT チームサーバーのインストール時に、接続先データベースのパス

ワードを誤って入力した場合に、NEXT チームサーバーの再設定を行うためのツールです。 

また、本ツールを使用することにより、接続先データベースのポート番号や接続先データベースのユーザー

名の変更も行うことができます。 

 

NEXT サーバー再設定ツールで再設定が可能な項目 

 

NEXT サーバー再設定ツールを使用して再設定が可能な項目は以下のとおりです。 

 

NEXT サーバーの構成 再設定が可能な項目 設定の変更が可能な項目 

NEXT チームサーバー 接続先データベースのパスワード 接続先データベースのポート番号 

接続先データベースのユーザー名 

 NEXT サーバー再設定ツールを使用して接続先データベースのパスワードの変更を行った

としても、PostgreSQLのパスワードは変更されません。 

PostgreSQLのパスワードを変更したい場合は、PostgreSQLのマニュアルを参考にしてデ

ータベースパスワードを変更する、または NEXT チームサーバー、および PostgreSQLを

アンインストールして、再度、NEXT チームサーバーをインストールする必要があります。 
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NEXT サーバー再設定ツールを使用するケース 

 

NEXT サーバー再設定ツールを使用して再設定が可能な項目は以下のとおりです。 

 

下記のようなケースでは、NEXT チームサーバーの再インストールを行わずに、NEXT サーバー再設定ツー

ルを使用することで対処が可能です。 

 

ケース 参照ページ 

PostgreSQLがインストール済みの状態で、NEXT チームサーバ

ーをインストールする際に、誤ったデータベースパスワード設定

してしまった場合 

接続先データベースのパスワードを変

更する 

接続先データベースのポート番号（デフォルトのポート番号は

「5432」に設定されています）を変更したい場合 

接続先データベースのポート番号を変

更する 

接続先データベースのユーザー名（PostgreSQLの場合、デフォル

トユーザー名は「postgres」に設定されています）を変更したい

場合 

接続先データベースのユーザー名を変

更する 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

48 
 

接続先データベースのパスワードを変更する 

 

NEXT サーバー再設定ツールを使用して、接続先データベースのパスワードを変更する手順について説明し

ます。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. コマンドプロンプトを管理者権限で起動してください。 

3. NEXT チームサーバーのインストールフォルダに移動します。 

 

 

 

4. 接続先データベースのパスワードを変更する NEXT サーバー再設定ツールのコマンドを実行します。 

 

 

例) Setup.Support ChangeDbConnSetting -pw=dbPassword 

 

5. 上記コマンド実行後、「コマンドは正常に終了しました。コンピューターを再起動して設定を反映して

ください。」と表示されますので、コンピューターを再起動してください。 

 

本コマンド実行時に表示されるエラーメッセージは下記のとおりです。 

出力メッセージ 対応方法 

実行するユーザーに管理者権限があり

ません 

管理者権限がない状態で NEXT サーバー再設定ツールを実行し

た場合に表示されるエラーです。 

コマンドプロンプトを管理者権限で起動して実行してください。 

コマンド引数が足りません：

ChangeDbConnSetting -h={接続先

データベースのホスト名} -pw={接続

先データベースのパスワード} -p={接

続先データベースのポート} -u={接続

先データベースユーザー} 

コマンド引数に何も指定しなかった場合に表示されるエラーで

す。 

上記の手順 4を参考に再度コマンドを実行してください。 

設定ファイルを閉じてから再度実行し

てください 

NEXT チームサーバーの設定ファイル書き換えに失敗した際に

表示されるエラーです。 

NEXT チームサーバーのインストールフォルダ（C:\Program 

Files\ARCACLAVIS NEXT\Server）の配下にあるファイルが開

かれている可能性がありますので、閉じてから再度コマンドを実

行してください。 

アプリケーションエラーが発生しまし

た 

NEXT チームサーバーの設定ファイルが存在しない場合に表示

されるエラーです。 

再度 NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してくだ

さい。 

> Setup.Support ChangeDbConnSetting -pw={接続先データベースのパスワード} 

> cd C:¥Program Files¥ARCACLAVIS NEXT¥Server 
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接続先データベースのポート番号を変更する 

 

NEXT サーバー再設定ツールを使用して、接続先データベースのポート番号を変更する手順について説明し

ます。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. コマンドプロンプトを管理者権限で起動してください。 

3. NEXT チームサーバーのインストールフォルダに移動します。 

 

 

 

4. 接続先データベースのパスワードを変更する NEXT サーバー再設定ツールのコマンドを実行します。 

 

 

例) Setup.Support ChangeDbConnSetting -p=54321 

 

5. 上記コマンド実行後、「コマンドは正常に終了しました。コンピューターを再起動して設定を反映して

ください。」と表示されますので、コンピューターを再起動してください。 

 

本コマンド実行時に表示されるエラーメッセージは下記のとおりです。 

出力メッセージ 対応方法 

実行するユーザーに管理者権限があり

ません 

管理者権限がない状態で NEXT サーバー再設定ツールを実行し

た場合に表示されるエラーです。 

コマンドプロンプトを管理者権限で起動して実行してください。 

コマンド引数が足りません：

ChangeDbConnSetting -h={接続先

データベースのホスト名} -pw={接続

先データベースのパスワード} -p={接

続先データベースのポート} -u={接続

先データベースユーザー} 

コマンド引数に何も指定しなかった場合に表示されるエラーで

す。 

上記の手順 4を参考に再度コマンドを実行してください。 

設定ファイルを閉じてから再度実行し

てください 

NEXT チームサーバーの設定ファイル書き換えに失敗した際に

表示されるエラーです。 

NEXT チームサーバーのインストールフォルダ（C:\Program 

Files\ARCACLAVIS NEXT\Server）の配下にあるファイルが開

かれている可能性がありますので、閉じてから再度コマンドを実

行してください。 

アプリケーションエラーが発生しまし

た 

NEXT チームサーバーの設定ファイルが存在しない場合に表示

されるエラーです。 

再度 NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してくだ

さい。 

 

> Setup.Support ChangeDbConnSetting -p={接続先データベースのポート番号} 

> cd C:¥Program Files¥ARCACLAVIS NEXT¥Server 
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接続先データベースのユーザー名を変更する 

 

NEXT サーバー再設定ツールを使用して、接続先データベースのユーザー名を変更する手順について説明し

ます。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. コマンドプロンプトを管理者権限で起動してください。 

3. NEXT チームサーバーのインストールフォルダに移動します。 

 

 

 

4. 接続先データベースのパスワードを変更する NEXT サーバー再設定ツールのコマンドを実行します。 

 

 

例) Setup.Support ChangeDbConnSetting -u=dbUser 

 

5. 上記コマンド実行後、「コマンドは正常に終了しました。コンピューターを再起動して設定を反映して

ください。」と表示されますので、コンピューターを再起動してください。 

 

本コマンド実行時に表示されるエラーメッセージは下記のとおりです。 

出力メッセージ 対応方法 

実行するユーザーに管理者権限があり

ません 

管理者権限がない状態で NEXT サーバー再設定ツールを実行し

た場合に表示されるエラーです。 

コマンドプロンプトを管理者権限で起動して実行してください。 

コマンド引数が足りません：

ChangeDbConnSetting -h={接続先

データベースのホスト名} -pw={接続

先データベースのパスワード} -p={接

続先データベースのポート} -u={接続

先データベースユーザー} 

コマンド引数に何も指定しなかった場合に表示されるエラーで

す。 

上記の手順 4を参考に再度コマンドを実行してください。 

設定ファイルを閉じてから再度実行し

てください 

NEXT チームサーバーの設定ファイル書き換えに失敗した際に

表示されるエラーです。 

NEXT チームサーバーのインストールフォルダ（C:\Program 

Files\ARCACLAVIS NEXT\Server）の配下にあるファイルが開

かれている可能性がありますので、閉じてから再度コマンドを実

行してください。 

アプリケーションエラーが発生しまし

た 

NEXT チームサーバーの設定ファイルが存在しない場合に表示

されるエラーです。 

再度 NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してくだ

さい。 

> Setup.Support ChangeDbConnSetting -u={接続先データベースのユーザー名} 

> cd C:¥Program Files¥ARCACLAVIS NEXT¥Server 
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5. サインイン、サインアウト 

 

NEXT マネージャーのサインイン画面は、「管理者ポータル」と「ユーザーポータル」の 2つがあります。 

サインイン画面 利用する人 機能 

管理者ポータル 管理者 管理者権限のあるユーザーのみサインインすることが

でき、NEXT チームサーバー全体の設定、および全ユ

ーザーのユーザー情報の設定をすることができます。 

ユーザーポータル 利用者 各利用者が NEXT マネージャーにサインインして、自

分自身のユーザー情報の設定をすることができます。 

 

NEXT マネージャーへサインイン後は、背景の色で判別が可能です。 

サインイン画面 背景色 画面 

管理者ポータル 青 

 

ユーザーポータル 緑 

 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

52 
 

NEXT マネージャーへサインインする認証方式は、「パスワード認証」と「ワンタイムパスワード認証」の

２つがあります。 

認証方式 利用する ID、 

利用するパスワード 

説明 

パスワード認証 NEXT ユーザーID、 

NEXT パスワード 

各 NEXT ユーザーに設定されている NEXT パ

スワードを利用してサインインする認証方式で

す。 

ワンタイムパスワード認証 NEXT ユーザーID、 

NEXT パスワード、 

ワンタイムパスワード 

各 NEXT ユーザーに設定されている NEXT パ

スワード、およびワンタイムパスワードを利用

してサインインする認証方式です。 

ワンタイムパスワード認証を使用する場合は、

あらかじめ下記の設定が必要となります。 

・ワンタイムパスワード認証の有効化 

・NEXT ユーザーにワンタイムパスワードシー

クレットを発行 

・スマートフォンの Authenticatorアプリへワ

ンタイムパスワードシークレットを登録 

ワンタイムパスワードの詳細は、「9.2.2. 利用

する認証方式」「11.7. ワンタイムパスワード」

を参照してください。 

 

 

  

 初期設定時の NEXT マネージャーにサインインできる NEXT ユーザーID、パスワードは以

下です。 

NEXT ユーザーID：admin 

NEXT パスワード：password 

NEXT ユーザー名：管理者(ビルトイン) 

ロール：管理者 
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5.1 サインイン 

 

管理者ポータルへのサインインについて説明します。 

管理者ポータルは、管理者のみがサインインできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 初回の NEXT マネージャー起動時は、NEXT マネージャーへのサインイン、NEXT ユーザ

ーの作成について説明しているようこそ画面が表示されます。 

 「>」：次ページを表示します。 

 「<」：前ページを表示します。 

 「閉じる」：ようこそ画面を閉じ、NEXT マネージャーのサインイン画面が表示され 

       ます。 

  ※「次回から表示しない」にチェックを入れて「閉じる」をクリックした場合、 

   次回以降の NEXT マネージャー起動時はようこそ画面が表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザーポータルへのサインインについては、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガ

イド」を参照してください。 
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5.1.1. パスワード認証でのサインイン 

 

パスワード認証を利用して NEXT マネージャーの管理者ポータルへサインインする場合は、以下の手順で行

ってください。 

 

１. NEXT マネージャーの URLをWebブラウザで開きます。 

２. ユーザーポータルのサインイン画面が表示されます。 

 

３. <管理者サインイン>をクリックすると、管理者ポータルのサインイン画面が表示されます。 
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４. 管理者権限のあるユーザーの「NEXT ユーザーID」、「NEXT パスワード」を入力し、<次へ>ボタン

をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ワンタイムパスワードシークレットが発行済の場合は、<次へ>ボタンをクリックすると

下記画面が表示され、ワンタイムパスワードの入力が必要となります。 

「5.1.2. ワンタイムパスワード認証でのサインイン」を参照してください。 
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５. 管理者ポータルのダッシュボードが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 管理者ポータルにサインイン後、一定時間ブラウザの操作がないと下記画面が表示され、

自動的にサインアウトされます。再度サインインし直してください。 
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5.1.2. ワンタイムパスワード認証でのサインイン 

 

ワンタイムパスワード認証を利用して NEXT マネージャーの管理者ポータルへサインインする場合は、以下

の手順で行ってください。 

 

１. NEXT マネージャーの URLをWebブラウザで開きます。 

２. ユーザーポータルのサインイン画面が表示されます。 

 

３. <管理者サインイン>をクリックすると、管理者ポータルのサインイン画面が表示されます。 

 

４. 管理者権限のあるユーザーの「NEXT ユーザーID」、「NEXT パスワード」を入力し、<次へ>ボタン

をクリックしてください。 
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５. スマートフォンの Authenticatorアプリを開き、表示されているワンタイムパスワードを入力して、<

次へ>ボタンをクリックしてください。 

 

６. 管理者ポータルのダッシュボードが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 管理者ポータルにサインイン後、一定時間ブラウザの操作がないと下記画面が表示され、

自動的にサインアウトされます。再度サインインし直してください。 
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5.2 サインアウト 

 

NEXT マネージャーからのサインアウトについて説明します。 

NEXT マネージャーからのサインアウトは、以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの右上に表示されている「サインインした NEXT ユーザー名」をクリックします。 

2. 「サインアウト」をクリックします。 

 

3. サインアウトされ、サインイン画面が表示されます。 
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6. 管理画面の基本操作 

 

6.1 画面構成 

 

NEXT マネージャーは、左側のメニューと右側のメインパネルから構成されています。各メニューをクリッ

クすると、メインパネルに対応するページが表示されます。 
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メインパネルの左上のアイコンをクリックすると、メニューを折りたたむことができます。もう一度、クリ

ックすると元の表示に戻ります。 
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メニューに表示される項目は、以下のとおりです。 

カテゴリ 項目 説明 

システム ダッシュボード NEXT マネージャーにログイン後、最初に表示される画面です。

バージョン情報の他、管理者向けの情報を表示します。 

コントロール設定 アプリケーション設定の設定、および設定の確認を行う画面で

す。 

アプリケーション設定の詳細は、「7.1. アプリケーション設定」

を参照してください。 

クライアント一覧 オンラインで NEXT 認証を行ったクライアント情報を閲覧する

画面です。 

ログ管理 NEXT マネージャー、NEXT クライアントの直近の操作ログを

閲覧、検索できます。 

認証設定 ポリシー設定 パスワードポリシーなどの設定を行います。 

クライアント設定 NEXT クライアントの端末設定を行います。 

ユーザー管理 NEXT ユーザー一覧 NEXT ユーザー情報の管理を行います。 

NEXT ユーザー作成 NEXT ユーザーの作成を行います。 

データ管理 ジョブ管理 インポート処理のジョブを管理する画面です。 

詳細は、「ARCACLAVIS NEXT CSVファイルインポート・エク

スポートガイド」を参照してください。 

ユーザーインポート CSVファイルを利用して、NEXT ユーザーを一括登録すること

ができます。 

 

メインパネルに表示される項目は、以下のとおりです。 

項目 説明 

ログ情報(一週間) 一週間分のログ情報を集計して表示します。 

集計結果はキャッシュされ、キャッシュが有効な間はキャッシュした集計結果を

表示します。 

キャッシュの有効期間は 1時間です。 

プラグイン情報 NEXT チームサーバーで適用されているプラグイン情報を表示します。 

詳細は、「6.5. プラグイン情報」を参照してください。 

プロダクトバージョン プロダクトバージョンとモジュールバージョンを表示します。 

プロダクトバージョンは NEXT チームサーバーのインストーラーバージョンを

表示します。 

モジュールバージョンはプラグインモジュール毎のバージョンを表示します。 
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6.2 基本操作 

 

NEXT マネージャーでの値の入力、選択などの基本操作を、例を用いながら説明します。 

 

値の入力： 

 「NEXT ユーザー作成」の「NEXT ユーザーID」などは入力規則に従った値を入力してください。 

 

ツールチップ： 

 「NEXT ユーザーID」などのラベルにマウスをフォーカスすると、入力する値の説明をツールチップとし

て表示します。画面上での入力する値の参考にしてください。なお、ツールチップはすべてのラベルには

設定されておりません。 

 

NEXT パスワードの入力： 

 入力した NEXT パスワードは、[●]で表示されます。 

 既存の NEXT ユーザーを編集する場合は、現在設定されている NEXT パスワードは表示されず、空白で

表示されます 

 

 右の[目]のアイコンをクリックすることで入力した値そのものの表示に切り替えることができます。もう

一度、クリックすることで[●]の表示に戻ります。周囲に注意してご利用ください。 

 既存の NEXT ユーザーを編集する場合は、右の[目]のアイコンをクリックしても現在設定されている

NEXT パスワードは表示されず、空白で表示されます。 
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日付の入力： 

 日付の入力は、キーボードで直接、数字入力も可能ですが、右の[カレンダー]のアイコンをクリックする

ことで、年月日を選択して入力することができます。 

 

 カレンダーを表示した後、「2021年(令和 3年)12月」の部分をクリックすることで、年月の選択カレン

ダーを表示することもできます。 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

65 
 

オン/オフの入力： 

 選択肢のオン、オフはクリックすることで切り替えることができます。 

 下図の例では、「オフ」なので、「無効がオフ」、つまり、「有効」状態を表しています。 

 

 下図の例では、「オン」なので、「無効がオン」、つまり「無効」状態を表しています。 

 

必須項目の入力： 

 設定により、入力や選択が必須の項目があります。必須項目に入力、選択がない場合、下図のようにエラ

ーが通知されます。 
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6.3 初期管理者の設定 

 

初期設定の NEXT ユーザーは、そのまま使用せず、以下の手順でパスワードの変更を行ってください。また、

初期設定の NEXT ユーザー以外に管理者権限を持つアカウントを作成する手順も合わせてご確認ください。 

 

6.3.1. NEXT パスワードの変更 

 

1. 「5.1. サインイン」の手順に従って初期設定の NEXT ユーザーで NEXT マネージャーの管理者ポータ

ルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 初期設定の NEXT ユーザーの行の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<NEXT パ

スワードリセット>をクリックしてください。 

4. 「新しい NEXT パスワード」「確認用 NEXT パスワード」を入力してください。 

5. <登録>ボタンをクリックしてください。 

 

 

6.3.2. 管理者アカウントの追加 

 

1. 「5.1. サインイン」の手順に従って初期設定の NEXT ユーザーで NEXT マネージャーの管理者ポータ

ルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー作成」をクリックしてください。 

3. 必要な項目を入力してください。 

4. <登録>ボタンをクリックしてください。 

5. メニューの「NEXT ユーザー一覧」から今、作成した NEXT ユーザーの行の<編集>ボタンの右のプル

ダウンメニューをクリックし、<ロール設定>をクリックしてください。 

6. 「管理者」をオンにします。 

7. <登録>ボタンをクリックしてください。 

 

 

  

 NEXT ユーザーの各項目の詳細は、「11.2. NEXT ユーザー情報の設定」を参照してくだ

さい。 

 「パスワードポリシーに反しています。長さや使用する文字種別を確認してください。」と

表示される場合があります。 

NEXT ユーザーのパスワードポリシーは「ポリシー設定」で設定します。 

詳細は、「10. ポリシー設定」を参照してください。 
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6.4 バージョンの確認 

 

6.4.1. NEXT チームサーバーのバージョンの確認 

 

NEXT チームサーバーのバージョンの確認は以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. ダッシュボードが表示されます。 

3. ダッシュボードに「プロダクトバージョン」が表示されます。 

 

6.4.2. NEXT クライアントのバージョンの確認 

 

NEXT クライアントのバージョンの確認方法は、「8. クライアント一覧」を参照してください。 

 

6.4.3. NEXT クライアントの展開後のバージョンの確認 

 

NEXT クライアントのバージョンの確認方法は、「8. クライアント一覧」を参照してください。 

 

NEXT クライアントを展開後に、NEXT マネージャーから確認する場合は以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「ログ管理」をクリックしてください。 

3. 「検索条件」の「クライアント PC名」、「クライアント IPアドレス」に確認したい NEXT クライアン

トの情報を入力してください。 

4. <検索>ボタンをクリックしてください。 

5. 下の検索結果に該当の NEXT クライアントのログがあれば表示されますので、「クライアントバージョ

ン」列をご確認ください。 

 

 

  

 「ログ管理」で表示されるログは一定期間内のログです。 

詳細は、「12. ログ管理」を参照してください。 
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6.5 プラグイン情報 

 

NEXT チームサーバーで適用されているプラグイン情報は以下の手順で確認ができます。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. ダッシュボードが表示されます。 

3. ダッシュボードに「プラグイン情報」が表示されます。 

 

プラグイン情報の表示内容の説明は以下のとおりです。 

 

 項目名  説明 

1 プラグインの状態 プラグインの状態を「有効」、または「無効」で表示します。 

2 プラグイン名 適用されているプラグイン名です。 

プラグイン名をクリックした場合の動作は後述します。 

 

プラグインの状態が無効となった場合、状態に「無効」が表示されます。 

 

無効が表示されている場合は NEXT チームサーバーのインストールに失敗しているため、NEXT チームサ

ーバーをアンインストールした後、再度インストールを実行してください 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

69 
 

プラグイン名をクリックすると、プラグインに紐づく情報を表示します。 

再度クリックすることで非表示に切り替えます。 

 

プラグインに紐づく情報は以下のとおりです。 

 項目名 説明 

1 プラグインバージョン プラグイン設定ファイルのバージョンです。 
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6.6 通知 

 

NEXT マネージャーへサインインした際に通知する内容がある場合は、通知ダイアログが表示されます。 

 

6.6.1. メールアイコンの通知 

 

ビルトインユーザーの初期パスワード変更などの情報を通知します。 

通知情報の有無は、管理画面右上のメールアイコンの表示を確認してください。 

 

・通知ありの場合 

 

・通知なしの場合 
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通知情報の内容は、以下の手順で確認してください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. 画面右上の<メール>アイコンをクリックしてください。 

3. 通知ダイアログが表示されます。 

 

通知情報には関連したボタンも表示されます。上記、<NEXTユーザー管理>ボタンの場合、クリックする

と管理者パスワードを変更するユーザー管理画面に遷移します。 

 

今後、その通知情報を表示したくない場合は<通知を非表示>ボタンをクリックしてください。今後、その

通知情報は表示されなくなります。 

 

 

 

 

  

 通知情報に表示されるボタンは通知情報により異なります。 

    非表示にできない通知情報の場合は<通知を非表示>ボタンは表示されません。 
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7. コントロール設定 

 

NEXT マネージャーのメニューの「コントロール設定」について説明します。 

コントロール設定では、アプリケーション設定の設定、および設定の確認を行えます。 

 

7.1 アプリケーション設定 

 

アプリケーション設定に関する設定、および内容の確認を行うことができます。 
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7.1.1. アプリケーション情報 

 

アプリケーション情報画面では、NEXT チームサーバーのアプリケーション情報の設定を確認することがで

きます。 

 

 

 

 

 

項目 説明 

APIバージョン NEXT チームサーバーの APIバージョンです。 

NEXT チームサーバーと NEXT クライアントアプリケーシ

ョンが同一であることで通信可能になります 

<ハンバーガー>アイコン 下記のダイアログが表示され、登録済のアプリケーション情

報の設定一覧が表示されます。 

登録済設定一覧ダイアログのアプリケーション情報名をクリ

ックすると、該当のアプリケーション情報の設定内容が表示

されます。 

 

<メニュー>ボタン コントロール設定画面に戻ります。 

 

  

 アプリケーション情報画面では、設定項目の作成・編集はできません。 

アプリケーション情報の設定は、NEXT チームサーバーのインストール時に自動で設定が行

われます。 
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7.1.2. システム設定 

 

システム設定画面では、NEXT チームサーバー構成に係る設定が行えます。 

 

ロガーバージョン 

 

項目名 説明 

ロガーバージョン ログ出力の仕様を表すバージョンです。 

ロガーバージョンは NEXT チームサーバーのインストール時に

設定される値であり、編集はできません。 

 

NEXT チームサーバーのバージョンでロガーバージョンは決めら

れています。 

 V2.1.1以降：v3 

 

 

 

  

 ロガーバージョンの詳細は、「ARCACLAVIS NEXT 管理者ガイド」を参照してください。 
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ログ閲覧可能日数設定 

 

NEXT チームサーバー、NEXT クライアントの動作に関するログの閲覧可能日数を設定できます。設定項目

は以下です。 

 

項目名 説明 

NEXT マネージャーでのログ閲覧可

能日数 

（必須） 

NEXT Webサーバー、NEXT クライアントの動作に関するログの

閲覧可能日数です。 

閲覧可能日数を過ぎたログは NEXT マネージャーのログ管理や

顔認証ログに表示されません。 

設定範囲は、「10」～「1100」です。 

初期値：1100 

 

設定は以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「コントロール設定」をクリックしてください。 

3. コントロール設定画面の「システム設定」をクリックしてください。 

4. 「NEXT マネージャーでのログ閲覧可能日数」に、ログの閲覧可能日数を入力してください。 

5. <登録>ボタンをクリックしてください。 
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7.1.3. ライセンス管理 

 

ライセンスの登録内容の確認を行うことができます。 

 

 

  

 NEXT チームサーバーでは、インストール時にトライアルライセンスが登録されます。 
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NEXT チームサーバーの初期インストール時は、ライセンス期限付きのトライアル版として動作します。 

チームライセンスを購入・登録することでライセンス期限を解除し、チーム版として動作します。 

 

 

 

 

ライセンスの登録は以下の手順で行います。 

 

  

 エディションやライセンスの種類については、「ARCACLAVIS NEXT エディションガイド」

を参照してください。 

購入
•管理者がチームライセンスを購入します。

サーバー

•管理者がNEXT マネージャーからアクティベーションファイルをダウンロードしま

す。

申請

•管理者がアクティベーションファイルを弊社（両備システムズ）に送り、ライセン

スの申請を行います。

•弊社がアクティベーションファイルをもとにライセンスファイルを発行し、送付し

ます。

サーバー
•管理者がNEXT マネージャーにライセンスを登録します。
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ライセンスの購入 

 

弊社（両備システムズ）にてチームライセンスのご購入の申請を行います。 

ライセンス購入の手続きについては、以下の URLを参照してください。 

https://arcaclavis.stores.jp/ 

 

  

https://arcaclavis.stores.jp/
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アクティベーションファイルのダウンロード 

 

アクティベーションファイルのダウンロードは以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「コントロール設定」をクリックしてください。 

3. コントロール設定画面の「ライセンス管理」をクリックしてください。 

4. ライセンス管理画面の<アクティベーションファイル>のリンクをクリックしてください。 

 

5. 「名前を付けて保存」などのWebブラウザのファイル保存ダイアログが表示されます。 

6. 保存場所を選択して保存してください。 

 

  

 アクティベーションファイルは「activation.txt」のファイル名でダウンロードします。 
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ライセンスの申請 

 

ダウンロードしたアクティベーションファイルを弊社（両備システムズ）に送り、ライセンスの申請を行い

ます。 

弊社よりアクティベーションファイルをもとにライセンスを発行し、ライセンスファイルをお送りします。 

 

 

 

 

 

  

 ライセンスファイルは「license.lic」のファイル名でお送りします。 

ライセンス申請の詳細は、「ARCACLAVIS NEXT エディションガイド」を参照してくださ

い。 
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ライセンス登録 

 

弊社（両備システムズ）からお送りしたライセンスファイルの登録は以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「コントロール設定」をクリックしてください。 

3. コントロール設定画面の「ライセンス管理」をクリックしてください。 

4. ライセンス管理画面の「ライセンスファイル」にライセンスファイルを指定してください。 

 

5. <ライセンスファイル登録>ボタンをクリックしてください。 
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6. 「ライセンス認証に成功しました。追加のプラグインを有効にする場合は NEXT マネージャーのWeb

サイトを再起動してください」のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

7. NEXT マネージャーのWebサイトを再起動します。手順は、「付録. NEXT マネージャーのWebサイ

ト再起動」を参照してください。 

  ライセンス登録後に NEXT チームサーバーのサーバーマシンを移行した場合は、改めて

ライセンス登録をする必要がありますが、移行前に申請したライセンスファイルは使用で

きません。 

移行後の NEXT チームサーバーで改めてライセンス申請、登録を行ってください。 

 

  

 ライセンス登録時のエラーメッセージについては、「ライセンス登録のエラーメッセージ

と対処方法」を参照してください。 
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ライセンス登録のエラーメッセージと対処方法 

 

ライセンス登録で表示されるエラーメッセージと対処方法は以下のとおりです。 

 

エラーメッセージ 対処方法 

ライセンスファイルがありません ライセンスファイルが指定されていません。 

「ライセンスファイル」にライセンスファイルを指定して再実行し

てください。 

ライセンスの検証に失敗しました ライセンスファイルの検証に失敗したため、ライセンス登録ができ

ませんでした。 

弊社より発行されたライセンスファイルを指定している、または正

しいライセンスキーが入力されているか確認いただき、再実行して

ください。 
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ライセンス登録の確認 

 

登録済みのライセンス内容の確認は以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「コントロール設定」をクリックしてください。 

3. コントロール設定画面の「ライセンス管理」をクリックしてください。 

4. ライセンス管理画面に登録済みのライセンス内容が表示されます。 
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ライセンス管理で確認できる情報は以下のとおりです。 

 

項目 説明 

ライセンス状態 状態 ライセンスの登録状態です。 

ライセンス情報 カスタマーID ライセンス申請時に割り振られる固有の IDです。 

ライセンスに関するサポートへのお問い合わせの際に使用し

ます。 

アプリ ID NEXT製品のアプリケーション識別子です。 

ライセンス識別子 ライセンスの種類です。 

※ライセンスの種類については、「ARCACLAVIS NEXT エ

ディションガイド」を参照してください。 

ライセンスバージョ

ン 

ライセンスが有効なバージョンです。 

全てのライセンスバージョンが有効な場合は、「サブスクリ

プション」と表示されます。 

登録ユーザー数 登録できる NEXT ユーザー数の上限です。 

シリアル番号 ライセンスファイルを一意に識別する IDです。 

ライセンス有効期限 ライセンスの有効期限です。 

無期限の場合は「無し」と表示されます。 

発行日 ライセンスを発行した日付です。 

利用可能プラグイン ライセンスにより使用できるプラグインが全て表示されま

す。 
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8. クライアント一覧 

 

8.1 概要 

 

NEXT マネージャーのクライアント一覧画面ではオンラインで NEXT 認証を行ったクライアント情報を一

覧表示することができます。 

 

 

NEXT マネージャーのメニューから「クライアント一覧」をクリックすることで、クライアント一覧画面が

表示されます。 

 

 

  

 クライアント情報はハードウェア識別子で一意に識別しています。 

ハードウェア構成（CPU、マザーボード、Cドライブシリアル番号）に変更があれば別のク

ライアントとして識別されます。 



      

チーム版ガイド 

 

87 
 

クライアント一覧に表示される各列は以下のとおりです。 

 

項目 説明 

操作 操作ボタンからクライアント情報の削除ができます。 

 

クライアント PCからクライアントアプリケーションをアンインストー

ルしても自動的にクライアント情報の削除は行われません。 

不要になったクライアント PCのクライアント情報を削除したい場合に

削除してください。 

PC名 クライアント PCのコンピューター名を表示します。 

コンピューター名は 15文字までの表示になります。 

例：Win10x64FCU-1 

IPアドレス クライアント PCの IPアドレス(IPv4)を表示します。 

複数存在する場合は、カンマ区切りで表示します。 

例：192.168.1.1 

OSバージョン クライアント PCの OSバージョンを表示します。 

例：Microsoft Windows NT 10.0.19043.0 

登録日時 クライアント情報が登録された日時を表示します。 

例：2020/01/01 0:00:00 

更新日時 クライアント情報が更新された日時を表示します。 

例：2020/01/01 0:00:00 

アプリケーション クライアントにインストールされているアプリケーション名とアプリケ

ーションバージョンを表示します。 

例：NEXT クライアント    1.0.0.2112091812 

 

クライアント一覧画面ではクライアント情報を検索して、閲覧することができます。メインパネルに表示さ

れるクライアント一覧では、「PC名」などの各項目名をクリックすることで、昇順/降順の並べ替えができ

ます。 
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メインパネルに表示されるクライアント一覧の上部には、クライアント情報の総件数、ページ送りなどが表

示されています。下図を例に説明します。 

 

 

項目 説明 

クライアント情報を表示している番号範囲 メインパネルのクライアント一覧に表示している番号範囲で

す。 

図では、左の「(1-20)」と表示している部分です。 

クライアント情報の総件数 登録されているクライアント情報の総件数です。 

図では、左の「100」と表示している部分です。 

1ページで表示する件数 1ページで表示する件数です。 

20,50,100から選択でき、クリックすることで、1ページで表

示する件数を変更することができます。 

図では、右の「[20] [50] [100]」と表示している部分です。 

ページ送り メインパネルのクライアント一覧のページ送りを行うことが

できる表示部分です。 

図は、「[最初][前へ][1]…..[次へ][最後]」と表示している部

分です。 

 

8.2 NEXT クライアントの閲覧 

 

NEXT マネージャーでクライアント情報を閲覧する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント一覧」をクリックしてください。 

3. メインパネルにクライアント一覧が表示されます。 
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8.3 NEXT クライアントの検索 

 

クライアント一覧画面では PC名/IPアドレスなどを入力して検索や、アプリケーション名/アプリケーショ

ンバージョンの条件を除外して検索、またはそれらを組み合わせた検索ができます。 

 

・入力して検索 

PC名/ IPアドレスなどで検索するには、以下の手順で行います。 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント一覧」をクリックしてください。 

3. 検索したい「PC名」、「IPアドレス」などを検索条件に入力してください。 

4. <検索>ボタンをクリックしてください。 

5. メインパネル下部に検索結果が表示されます。 

6. <条件クリア>ボタンをクリックすると、検索条件がすべてクリアされます。 

 

・入力した条件を除外して検索 

アプリケーション名/アプリケーションバージョンの条件を除外して検索するには、以下の手順で行います。 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント一覧」をクリックしてください。 

3. 条件を除外したい「アプリケーション名」、「アプリケーションバージョン」を検索条件に入力してく

ださい。 

4. 入力ボックス右にあるスイッチをオンにしてください。 

5. <検索>ボタンをクリックしてください。 

6. メインパネル下部に検索結果が表示されます。 

7. <条件クリア>ボタンをクリックすると、検索条件がすべてクリアされます。 

※下図ではアプリケーションバージョンが「1.0」ではないクライアント情報が表示されます。 
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・組み合わせての検索 

検索は、各項目を組み合わせて行うことができます。以下に各項目について説明します。 

項目 説明 

PC名 PC名を入力された文字列で検索します。 

検索条件：中間一致、大文字小文字を区別しません。 

IPアドレス IPアドレスを入力された文字列で検索します。 

検索条件：中間一致 

OSバージョン OSバージョンを入力された文字列で検索します。 

検索条件：中間一致、大文字小文字を区別しません。 

アプリケーション名 アプリケーション名を文字列で検索します。 

検索条件：中間一致、大文字小文字を区別しません。 

アプリケーション名の条件除外スイッチ アプリケーション名を条件除外する場合はオンにします。 

アプリケーションバージョン アプリケーションバージョンを文字列で検索します。 

検索条件：中間一致、大文字小文字を区別しません。 

アプリケーションバージョンの条件除外

スイッチ 

アプリケーションバージョンを条件除外する場合はオンにし

ます。 
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8.4 NEXT クライアントのアップデート状況の確認 

 

クライアント一覧画面の検索機能を使用し NEXT クライアントのアップデート状況を確認することができ

ます。 

例を用いて確認手順を説明します。 

 

前提： 

⚫ バージョン「1.0.0.0000000000」の NEXT クライアントが 100台稼働 

⚫ 新バージョン配置の 1週間後に NEXT クライアントのアップデート状況を確認する 

➢ NEXT クライアントの総件数を確認する 

➢ アップデートが完了した NEXT クライアントの件数を確認する 

➢ アップデートできていない NEXT クライアントを確認する 

 以下のクライアントが含まれている場合、当確認手順では正確な状況は把握できません。 

⚫ NEXT クライアントをインストールしているが、1度も NEXT 認証を実施していない 

 ⇒この場合、クライアント一覧に表示されません。 

⚫ バージョン 2.0.0.0000000000にアップデートしたが、アップデート後に NEXT 認証を実施

していない 

 ⇒この場合、クライアント一覧にバージョン「1.0.0.0000000000」で表示されます。 
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例１. NEXT クライアントの総件数を確認する 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント一覧」をクリックしてください。 

3. クライアント一覧の左上に表示されているクライアントの総件数を確認する。 
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例２. アップデートが完了した NEXT クライアントの件数を確認する 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント一覧」をクリックしてください。 

3. 検索条件の「アプリケーションバージョン」に「2.0.0.0000000000」を入力してください。 

4. <検索>ボタンをクリックしてください。 

5. クライアント一覧の左上に表示されているクライアントの総件数を確認する。 

 

 

 

 

 

 

  

 例 1,2の結果により「2.0.0.0000000000」へアップデートが完了した割合は 100台中 76

台の 76%であることが分かります。 
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例３. アップデートできていない NEXT クライアントを確認する 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント一覧」をクリックしてください。 

3. 検索条件の「アプリケーションバージョン」に「2.0.0.0000000000」を入力してください。 

4. 検索条件の「アプリケーションバージョンの条件除外スイッチ」をオンにしてください。 

5. <検索>ボタンをクリックしてください。 

6. クライアント一覧を確認する。 

 

 

 

 

 

 

  

 例 3の結果により PC名・IPアドレスが判明するため、NEXT クライアント使用者に対して

アップデートを促すことができます。 
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9. クライアント設定 

 

NEXT マネージャーのメニューの「クライアント設定」について説明します。 

クライアント設定では、基本設定、利用する認証方式など NEXT クライアントに係る設定を行えます。 

 

9.1 概要 

 

NEXT クライアントは設定によって、「ICカード認証のみが利用できる NEXT クライアント」、「ICカー

ド認証と顔認証が利用できる NEXT クライアント」など利用できる認証方式の限定や、複数の認証方式を許

可する、といった柔軟な環境構築が可能になります。このような設定の中心となるのが「クライアント設定」

です。 

 

9.1.1. クライアント設定の NEXT クライアントインストール時の取り込み 

 

クライアント設定は、NEXT マネージャーで設定した後、「NEXT クライアント端末設定ファイル」として

NEXT マネージャーからダウンロードすることができます。 

ダウンロードした「NEXT クライアント端末設定ファイル」を、NEXT クライアントインストーラーと同じ

フォルダに配置してインストールすることで、クライアント設定をインストール時に取り込ませることがで

きます。以下に流れを説明します。 

 

 

設定

•管理者がNEXT マネージャーのクライアント設定で設定します。

ダウンロー

ド

•管理者がクライアント設定から設定した「NEXT クライアント端末設定ファイ

ル」をダウンロードします。

初期反映

•NEXT クライアントのインストール時に「NEXT クライアント端末設定ファイ

ル」を配置して、インストールと同時に設定を取り込ませます。
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9.1.2. 複数のクライアント設定 

 

NEXT チームサーバーインストール初期は 1つのクライアント設定「default」だけが登録されています。

組織・団体で利用する NEXT クライアントがすべて同じ設定であれば、初期設定の「default」のクライア

ント設定を用途に合わせて編集の上、ご利用いただいて構いません。 

たとえば、以下の例のように端末ごとに利用する認証方式を変えたい場合、Windows自動ログオン利用を

変えたい場合は、初期設定の「default」に加えて、クライアント設定を追加作成してご利用いただくことも

できます。 

 

・利用する認証方式を端末ごとに設定 

クライアント設定タイプ名 説明 

default 初期設定のクライアント設定。 

一般職員用 「ICカード認証」を利用可能。 

管理職員用 「ICカード認証」と「顔認証」を利用可能。 

 

・基本設定を端末ごとに設定 

クライアント設定タイプ名 説明 

default 初期設定のクライアント設定。 

一般職員用 Windows自動ログオンする。（Windowsアカウントを固定化する） 

情報システム部門職員用 Windows自動ログオンしない。（Windowsアカウントを固定化しない） 
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9.1.3. クライアント設定の変更の反映 

 

クライアント設定は、NEXT マネージャーで変更することで、インストール済みの NEXT クライアントに

反映されます。運用当初は「Windows自動ログオンしない設定」で開始し、その後、「Windows自動ログ

オンする設定」に変える、などということが可能です。 

 

NEXT マネージャーでのクライアント設定の変更は、以下のタイミングで NEXT クライアントに反映され

ます。 

 

タイミング： 

 ・Windowsサインイン、または画面ロックの解除に成功したあと 

 

変更の取得の条件： 

・NEXT マネージャーのクライアント設定と、同一のクライアント設定を持つ端末であること 

・NEXT クライアントが NEXT チームサーバーと接続できる状態であること 

 

取得後の反映の条件： 

 ・変更取得後のWindowsサインイン、または画面ロックの解除時 

 

上記のタイミングでの変更の取得の内容にはクライアント設定だけでなく、ポリシー設定も含まれます。 

以下に流れを説明します。 

 

 

  

設定の変更

•管理者がNEXT マネージャーのクライアント設定で設定を変更します。

変更の取得

•利用者がNEXT クライアントでWindowsサインインまたは画面ロックの解除を

行います。

変更の反映

•利用者がNEXT クライアントで再度、Windowsサインインまたは画面ロックの

解除を行います。
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たとえば、利用する認証方式を「ICカード認証のみ許可」しているクライアント設定を、「ICカード認証

と顔認証も許可」と変更した場合の流れは以下になります。 

 

 

  

設定の変更

•管理者がNEXT マネージャーのクライアント設定で利用する認証方式の「顔認

証」をオフからオンに変更します。

変更の取得

•利用者がNEXT クライアントで「ICカード認証」で画面ロックの解除を行いま

す。このときはまだ変更が取得できていませんので「顔認証」は選択できません。

変更の反映

•利用者がNEXT クライアントで再度、画面ロックの解除を行うときには「ICカ

ード認証」だけでなく「顔認証」も選択できるようになります。
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 クライアント設定の変更の取得の内容にはクライアント設定だけでなく、ポリシー設定も含

まれます。 

たとえば、クライアント設定で「顔認証」をオフからオンのように変更し、加えてポリシー

設定で「顔認証マスタに画像を登録しない」をオフからオンのように変更した場合の流れは

以下になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定の変更

•管理者がNEXT マネージャーのクライアント設定で利用する認証方式

の「顔認証」をオフからオンに、ポリシー設定で「顔認証マスタに画

像を登録しない」をオフからオンに変更します。

変更の取得

•利用者がNEXT クライアントで「顔認証」以外のNEXT 認証で画面ロ

ックの解除を行います。このときはまだ変更が取得できていませんの

で「顔認証」は選択できません。

（顔認証マスタに画像も登録されません）

変更の反映

•利用者がNEXT クライアントで再度、画面ロックの解除を行うときに

は「顔認証」が選択でき、顔認証マスタに画像が登録されるようにな

ります。
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9.2 クライアント情報の設定 

 

クライアント設定には「基本設定」、「利用する認証方式」があります。以下にそれぞれの設定項目につい

て説明します。 

 

9.2.1. 基本設定 

 

「基本設定」では、クライアント情報の基本的な設定を行います。 

 

項目 説明 

クライアント設定名 

（必須） 

クライアント設定の名前を指定してください。 

既に登録済みのクライアント設定と同じ名前を指定すること

はできません。 

使用可能文字：半角および全角文字 

文字数：最大 50文字 

NEXT WebサーバーURL 

（必須） 

接続先の NEXT Webサーバーを URL書式で指定してくださ

い。 

初期値：https://<NEXT チームサーバーIPアドレス> 

文字数：最大 255文字 
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項目 説明 

NEXT ログサーバーURL 

（必須） 

接続先の NEXT ログサーバーを URL書式で指定してくださ

い。 

初期値：https://<NEXT チームサーバーIPアドレス> 

文字数：最大 255文字 

プロキシサーバーURL 接続先のプロキシサーバーを URL書式で指定してください。 

初期値：なし 

文字数：最大 255文字 

オンライン認証タイムアウト値 NEXT 認証の通信でタイムアウトするまでの時間（秒）を指

定してください。 

タイムアウトした場合はオフラインで認証します。 

最小値：10 

最大値：50 

初期値：10 

オフラインネットワークアドレス利用方

式 

NEXT 認証のオフラインまでのタイムアウトをスキップさせ

る機能を有効とするかを指定します。 

詳細は、表下の「オフラインネットワークアドレスとは？」

を参照してください。 

選択値： 

⚫ 利用しない 

⚫ ホワイトリスト方式 

⚫ ブラックリスト方式 

初期値：利用しない 

オフラインネットワークアドレス 「オフラインネットワークアドレス利用方式」をホワイトリ

スト方式、またはブラックリスト方式に設定した場合のネッ

トワークアドレスを指定します。 

ネットワークアドレス/サブネットマスクの書式で入力し、カ

ンマで複数指定できます。 

詳細は、表下の「オフラインネットワークアドレスとは？」

を参照してください。 

初期値：なし 

文字数：最大 255文字 

NEXT パスワード入力をする NEXT 認証を行うときに、NEXT パスワードをユーザーに入

力させたい場合は、オンにしてください。 

なお、オフにした場合でも、ICカードの登録や顔情報の登録

時などは NEXT パスワードの入力が必要になります。本設定

は NEXT 認証時の NEXT パスワード入力にのみ反映されま

す。 

初期値：オフ 
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項目 説明 

WindowsユーザーIDを自動入力する Windows サインインを行うときに、NEXT ユーザーに設定

したWindowsユーザーIDで自動入力させたい場合は、オン

にしてください。 

初期値：オフ 

 

設定がオン時、認証を行う NEXT ユーザーのWindowsアカ

ウントが未登録（0件)の場合、認証エラーとなります。 

ただし、緊急パスワード認証時は除きます。 

Windowsに自動サインインする Windows サインインを行うときに、NEXT ユーザーに設定

したWindowsユーザーIDとパスワードで自動サインインさ

せたい場合は、オンにしてください。 

初期値：オフ 

 

設定がオン時、認証を行う NEXT ユーザーのWindowsアカ

ウントが未登録（0件)の場合、認証エラーとなります。 

ただし、緊急パスワード認証時は除きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「プロキシサーバーURL」を設定をしない場合は、NEXT クライアントから NEXT チームサ

ーバーへの通信は、以下の仕様で行われます。 

・環境変数のプロキシ設定が適用されます。 

・この場合の環境変数は、”http_proxy”、”https_proxy”、”no_proxy”です。 

 

Windowsの設定画面や、インターネットオプションで設定したプロキシ設定は使用されま

せん。 

 「プロキシサーバーURL」を設定した場合は、NEXT クライアントと NEXT チームサーバー

間の通信は、設定されたプロキシサーバーを使用して通信が行われます。 

ただし、”localhost”、”127.0.0.1”は除外アドレスとして扱われます。 

また、「プロキシサーバーURL」を設定した場合は、環境変数”http_proxy”、 

”https_proxy”、”no_proxy”の値は使用されません。 

 

Windowsの設定画面や、インターネットオプションで設定したプロキシ設定は使用されま

せん。 
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 オフラインネットワークアドレスとは？ 

テレワークなどで、NEXT チームサーバーとは直接通信できないがネットワークを利用され

ている場合、認証時に NEXT チームサーバーと通信が試みられ、通信タイムアウトされるま

で、待ち時間が発生します。 

この待ち時間を避けるため、「オフィスの社内 LANのネットワークアドレスでは無い場合、

オフラインと判断させる」ことができます。この設定を行うのが「オフラインネットワーク

アドレス利用方式」と「オフラインネットワークアドレス」の項目です。 

 

例：オフィスの社内 LANのネットワークアドレスでは無い場合、オフラインと判断させる以

下の環境とします。 

 

●オフィスの社内 LAN上の NEXT チームサーバーの IPアドレス：172.16.0.100/23 

●オフィスの社内 LANのネットワークアドレス：172.16.0.0/23 

●テレワークなどで利用されるネットワークアドレス：192.168.0.0/24, 192.168.1.0/23 

 

テレワークなどで利用されるネットワークアドレスの場合、オフラインと即時判断させるた

めには、以下の設定を行います。 

●ブラックリスト方式の場合： 

 オフラインネットワークアドレス利用方式：ブラックリスト方式 

 オフラインネットワークアドレス：172.16.0.0/23 

●ホワイトリスト方式の場合： 

 オフラインネットワークアドレス利用方式：ホワイトリスト方式 

 オフラインネットワークアドレス：192.168.0.0/24,192.168.1.0/23 

※この場合、テレワークなどで利用されるネットワークアドレスが環境により変わる場合、 

 追加が随時必要になります。 

 ・環境変数のプロキシ設定が適用されます。 

 ・この場合の環境変数は、”http_proxy”、”https_proxy”、”no_proxy”です。 

 

 Windowsの設定画面や、インターネットオプションで設定したプロキシ設定は使用され 

 ません。 
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9.2.2. 利用する認証方式 

 

「利用する認証方式」では、NEXT クライアントで利用する認証方式の設定を行います。NEXT クライアン

トで利用できる認証方式は以下のとおりです。 

 

認証方式 説明 

ICカード認証 ICカードを利用して行う認証です。 

ICカードとNEXT パスワードを組み合わせて使うことで多要素認証を

行えます。 

顔認証 顔情報を利用して行う生体認証です。 

顔情報と NEXT パスワードを組み合わせて使うことで多要素認証を行

えます。 

NEXT 管理者パスワード認証 NEXT 管理者パスワードは、NEXT クライアントで、ICカード認証や

顔認証の代わりに使用できるパスワードです。管理者が ICカード認証

や顔認証を利用せず、NEXT Signinの機能を有効にしたままコンピュ

ーターを利用することができます。管理者パスワードは通常、クライア

ント設定を作成した管理者だけが把握し、利用します。 

この管理者パスワードで行う認証のことです。 

NEXT 緊急パスワード認証 NEXT 緊急パスワードは、NEXT クライアントで、ICカード認証や顔

認証の代わりに使用できる有効期限付きのパスワードです。ICカード

を忘れた、外出先でカメラが壊れた場合などに NEXT ユーザーIDと緊

急パスワードの入力による認証を行うことにより、NEXT Signinの機

能を有効にしたままコンピューターを利用することができます。緊急パ

スワードは通常、管理者が NEXT マネージャーで NEXT ユーザーごと

に発行します。 

この緊急パスワードで行う認証のことです。 

ワンタイムパスワード認証 ワンタイムパスワードを利用して行う認証です。 

ワンタイムパスワードと NEXT パスワードを組み合わせて使うことで

多要素認証を行えます。 

Windows標準認証 マイクロソフト社が用意しているパスワードによるWindowsのサイ

ンイン認証です。通常、Windows OSの初期設定の認証手段です。 

NEXT Signinによる本人認証の強化を ICカード認証や顔認証で行い、

多要素認証を必須にする場合は本機能をオフにする必要があります。 
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次に各認証方式の設定項目を説明します。 

 

・ICカード認証の設定 

項目 説明 

ICカード認証 ICカード認証を使用する場合は、オンにします。 

初期値：オン 

未登録時に ICカードの登録を

許可する 

ICカードが未登録時にユーザーによる ICカードの登録を許可する

場合は、オンにします。 

オフにすると ICカードが未登録時でもユーザーによる ICカードの

登録はできず、管理者が NEXT マネージャーで予め登録した ICカ

ードを利用させる運用を行うことができます。 

初期値：オン 
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・顔認証の設定 

項目 説明 

顔認証 顔認証を使用する場合は、オンにします。 

初期値：オフ 

顔照合時に照合画

面を表示する 

顔認証で照合画面を表示する場合は、オンにします。設定をオフにしても、顔

登録時は照合画面を表示します。 

顔認証オプションで「強化する」が設定されている場合は、登録時に自動的に

オンになります。 

初期値：オン 

照合精度 顔の認証しやすさを設定します。高くすると、他人受入率を下げることができ

ますが本人拒否率が上がります。低くすると、本人拒否率は下がりますが他人

受入率が上がります。 

 

設定は、以下を参考に行ってください。 

・高い 

  使用するクライアント端末、カメラ、明るさ、カメラとの距離など多くの

条件が顔情報を登録した時と同じ環境で認証可能な設定です。多くの条件が異

なる場合は、認証がしにくい場合があります。 

・やや高い 

 「高い」と「中」の中間の設定です。 

・中 

 登録時と異なるクライアント端末、カメラ、明るさでも認証が可能な設定で

す。屋内/社内で利用するユーザーに適しています。 

・やや低い 

 「中」と「低い」の中間の設定です。 

・低い 

 使用するクライアント端末、カメラ、明るさ、カメラとの距離など多くの条

件が顔情報を登録した時と異なる環境で認証可能な設定です。屋内/屋外や社内

/社外など異なる場所でクライアント端末を使用するユーザーに適しています。 

 

なお、「照合精度」の設定はユーザーごとに設定することも可能です。ユーザ

ー情報の設定は、ここでの設定より優先されます。ユーザー情報の設定につい

ては、「11.5. 顔認証マスタ管理」を参照してください。 

 

初期値：中 
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項目 説明 

顔認証オプション 顔認証の標準の機能に加えて「強化する」を設定すると、まばたきを検知しま

す。 

「強化する」を設定すると検知を行うため、顔認証にかかる時間が長くなりま

す。 

・標準 

 生体動作の検知を行いません。 

・強化する 

 対象人物のまばたきをチェックします。 

初期値：標準 

マスクを使用する 設定をオンにすると、マスクを着用している状態でも顔認証を行えます。 

 

なお、「マスクを使用する」の設定はユーザーごとに設定することも可能です。

ユーザー情報の設定は、ここでの設定より優先されます。ユーザー情報の設定

については、「11.5. 顔認証マスタ管理」を参照してください。 

 

初期値：オン 

顔情報の登録を許

可する 

ユーザーによる顔情報の登録を許可する場合は、オンにします。 

オフにするとユーザーによる顔情報の登録はできず、管理者が NEXT マネージ

ャーで予め登録した顔情報を利用させる運用を行うことができます。 

初期値：オン 

顔情報の再登録を

許可する 

ユーザーによる顔情報の登録し直しを許可する場合は、オンにします。 

オフにすると管理者が登録済みの顔情報を削除しない限り、ユーザーによる顔

情報の登録し直しはできません。 

初期値：オフ 
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・NEXT 管理者パスワード認証の設定 

項目 説明 

NEXT 管理者パスワード認証 NEXT 管理者パスワード認証を使用する場合は、オンにします。 

初期値：オン 

管理者パスワード 

（「NEXT 管理者パスワード認

証」がオンの場合、必須） 

管理者パスワードを指定してください。 

使用可能文字：半角英数、記号 

文字数：最大 127文字 

初期値：password 

確認用管理者パスワード 

（「NEXT 管理者パスワード認

証」がオンの場合、必須） 

確認用に同じ管理者パスワードを指定してください。 

使用可能文字：半角英数、記号 

文字数：最大 127文字 

初期値：password 

   

  ICカード認証、顔認証が何らかの理由で利用できない場合の対応として、管理者向けには

NEXT 管理者パスワード認証が用意されています。しかし、NEXT 管理者パスワードを管

理者が失念した場合、NEXT 管理者パスワード認証で画面ロックを解除することはできま

せんので NEXT 管理者パスワードは忘れないよう注意が必要です。 

NEXT 管理者パスワード認証をオフにすると、ICカード認証、顔認証が何らかの理由で利

用できない場合に画面ロックを解除することができなくなる恐れがあります。 

 

・NEXT 緊急パスワード認証の設定 

項目 説明 

NEXT 緊急パスワード認証 NEXT 緊急パスワード認証を使用する場合は、オンにします。 

初期値：オン 

 

・ワンタイムパスワード認証の設定 

項目 説明 

ワンタイムパスワード認証 ワンタイムパスワード認証を使用する場合は、オンにします。 

初期値：オン 
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・Windows標準認証の設定 

項目 説明 

Windows標準認証 Windows標準認証を使用する場合は、オンにします。 

NEXT 認証による二要素認証での運用を必須にするためにはオフ

にします。オフにすると、Windows標準認証が利用できなくなり、

ICカード認証、顔認証、NEXT緊急パスワード認証、NEXT管理者

パスワード認証などによる画面ロック解除が必須になります。 

初期値：オン 

 

Windows標準認証の設定をオフにした状態で<登録>ボタンをクリックすると下記の警告画面が表示

されますので、内容をご確認ください。 

 

Windows標準認証の設定をオフにする場合は、<確認しました>にチェックを入れて<登録>ボタンを

クリックしてください。 

Windows標準認証の設定をオンにする場合は、<閉じる>ボタンをクリックしてWindows標準認証の

設定をオンに設定してください。 

 

Windows標準認証をオフにすることで、利用者は ICカード認証や顔認証の利用が必須となり、多要素

認証による本人認証を強化する運用が可能になります。 

一方、Windows標準認証をオフにすると、NEXT ユーザーの登録、ICカードの登録、顔情報の登録な

どが正しく行えていないと、ICカード認証、顔認証を利用して画面ロックを解除することができなくな

り、業務に支障をきたすことになります。 

ICカード認証、顔認証が何らかの理由で利用できない場合の対応として、管理者向けには NEXT 管理

者パスワード認証が用意されています。しかし、NEXT 管理者パスワードを管理者が失念した場合、

NEXT 管理者パスワード認証で画面ロックを解除することはできませんので、NEXT 管理者パスワード

は忘れないよう注意が必要です。 

同様に、利用者向けには NEXT 緊急パスワード認証が用意されています。しかし、NEXT 緊急パスワ

ードは管理者があらかじめ、利用者向けに発行しておく必要がありますので注意が必要です。 
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Windows標準認証の設定がオフの状態で、何らかの理由で ICカード認証や顔認証の利用が不可となっ

た場合、チーム版では、別途構築されている NEXT チームサーバーで NEXT 緊急パスワードの発行を

行ってWindowsへのサインインが可能です。 
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9.3 クライアント設定の作成/編集/削除 

 

クライアント設定の作成、および編集する場合、PCの用途を指定してクライアントの設定を変更する機能

があり、分かりづらい設定項目をより簡単に設定できます。 

 

クライアント設定の編集方法には２つの方法があります。 

クライアント設定の作成方法 説明 

個別作成 クライアント設定の全ての項目を個別にカスタマイズして作成できま

す。 

用途別設定の作成ウィザード画面を閉じることでクライアント設定の

個別作成ができます。 

用途別設定の作成 用途別設定の作成ウィザード画面から選択ができます。 

現在は「個人 PC用」と「共有 PC用」があります。 

 個人 PC用：個人で利用する PCを二要素認証でセキュリティ強化し

ます。 

パスワード以外に所持するもの、または存在を示す特徴

の情報を利用します。 

 共有 PC用：窓口など複数の利用者でWindowsアカウントを共有す

る PCを二要素認証でセキュリティを強化します。 

パスワード以外に所持するもの、または存在を示す特徴

の情報を利用します。 
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9.3.1. クライアント設定の個別作成 

 

新しくクライアント設定を個別作成する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント設定」をクリックしてください。 

3. 初期設定のクライアント設定が表示されます。 

4. 「基本設定」の右上の<プラス>アイコンをクリックしてください。 

 

5. 「新規作成しますか？」と確認ダイアログが表示されます。<新規作成>ボタンをクリックしてください。 

 

6. 用途別設定の作成ウィザード画面が表示されますので、<×>ボタンをクリックして閉じてください。 
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7. デフォルトのクライアント設定画面が表示されます。クライアント設定をカスタマイズする場合は、各

項目を設定してください。 

 

8. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 
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9.3.2. クライアント設定の用途別作成 

 

クライアント設定を用途別に編集する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント設定」をクリックしてください。 

3. 現在のクライアント設定が表示されます。 

4. 「基本設定」の右上の<変更>アイコンをクリックしてください。 

 

5. 「新規作成しますか？」と確認ダイアログが表示されます。<新規作成>ボタンをクリックしてください。 

 

6. 用途別設定の作成ウィザード画面が表示されます。「個人 PC用」、または「共有 PC用」の<適用>ボ

タンをクリックしてください。 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

115 
 

7. 用途別設定の作成ウィザード画面で選択したクライアント設定が表示されます。あらかじめ項目が設定

されていますので、クライアント設定をカスタマイズする場合は、各項目を設定してください。 

 

8. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 
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9.3.3. クライアント設定の編集 

 

既存のクライアント設定を編集する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント設定」をクリックしてください。 

3. 初期設定のクライアント設定が表示されます。 

4. 「基本設定」の右上の<ハンバーガー>アイコンをクリックしてください。 

 

5. 「クライアント設定一覧」が表示されます。編集するクライアント設定の「クライアント設定名」をク

リックしてください。 

 

6. 「クライアント設定」の編集画面が表示されます。 

7. 各項目を設定してください。 

8. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 
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9.3.4. クライアント設定の削除 

 

クライアント設定を削除する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント設定」をクリックしてください。 

3. 初期設定のクライアント設定が表示されます。 

4. 「基本設定」の右上の<ハンバーガー>アイコンをクリックしてください。 

 

5. 「クライアント設定一覧」が表示されます。削除するクライアント設定の「クライアント設定名」をク

リックしてください。 

 

6. 「クライアント設定」の編集画面が表示されます。 

7. <削除>ボタンをクリックしてください。 

8. 「警告」ダイアログが表示されます。本当に削除する場合は、「同意します」にチェックをした後、<

削除>ボタンをクリックしてください。 
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  ・削除したクライアント設定は、元に戻すことはできません。 

・クライアント設定の削除は、このクライアント設定を使用してインストールした NEXT ク

ライアントで、NEXT クライアントソフトウェアのアンインストール後に行ってください。

または、別のクライアント設定を使用して NEXT クライアントソフトウェアの再インストー

ル後に行ってください。クライアント設定を削除しても NEXT クライアントは使用できます

が、NEXT マネージャーのクライアント設定での管理はできなくなります。 
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9.4 クライアント設定のダウンロード 

 

クライアント設定は、「NEXT クライアント端末設定ファイル」として管理者がダウンロードしておき、NEXT 

クライアントのインストール時に、NEXT クライアントインストーラーによって取り込むことができます。 

クライアント設定のダウンロードは以下の手順で行ってください。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「クライアント設定」をクリックしてください。 

3. 初期設定のクライアント設定が表示されます。 

4. 「基本設定」の右上の<ハンバーガー>アイコンをクリックしてください。 

 

5. 「クライアント設定一覧」が表示されます。ダウンロードするクライアント設定の<ダウンロード>アイ

コンをクリックしてください。 

 

6. 「名前を付けて保存」などのWebブラウザのファイル保存ダイアログが表示されます。 

7. 保存場所を選択して保存してください。 

このとき、ファイル名は変更せず、格納するフォルダ名で管理されることを推奨します。 

NEXT クライアントインストーラーで取り込む際には「NEXT クライアント端末設定ファイル」のファ

イル名は保存時の”client.json”という固定の名前である必要があるためです。 

ダウンロード後の「NEXT クライアント端末設定ファイル」の配置の詳細は、「ARCACLAVIS NEXT セ

ットアップガイド」を参照してください。 
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10. ポリシー設定 

 

10.1 概要 

 

ポリシー設定では、主に NEXT ユーザーの NEXT パスワードなどの設定を行えます。 

ポリシー設定は、サーバー共有で 1つです。クライアント設定のように複数の設定を持つことはできません。 

ポリシー設定は、NEXT マネージャーで変更することで、インストール済みの NEXT クライアントに反映

されます。運用当初は「NEXT ユーザーのロックアウトのしきい値」を"7"で開始し、その後、"5"に変える、

などということが可能です。 

NEXT マネージャーでのポリシー設定の変更は、クライアント設定の変更の反映と同じタイミング、条件で

NEXT クライアントに反映されます。 

詳細は「9.1.3. クライアント設定の変更の反映」を参照してください。 
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10.1.1. 共通 

 

項目 説明 

初回サインイン時にNEXT パスワードを

変更する 

（必須） 

NEXT クライアント、NEXT マネージャーの初回サインイン

時に NEXT パスワードを変更させる場合は、オンにしてくだ

さい。 

オンにした場合、NEXT クライアントで以下の操作を行った際

に NEXT パスワード変更画面が表示されます。NEXT パスワ

ードを変更しないと、いずれの処理も行えません。 

・サインイン時 

・画面ロック解除時 

・認証情報の登録時 

・NEXT マネージャーで NEXT ユーザーのパスワードをリセ

ットした時 

初期値：オフ 

NEXT パスワードの複雑さ 

（必須） 

NEXT パスワードが複雑さの要件を満たす必要があるかどう

かを設定します。 

オンにした場合、NEXT パスワードは次の要件をすべて満たす

必要があります。 

・英字 (a から z、または A から Z)を含む。 

・数字 (0 から 9)を含む。 

・記号を含む。 

初期値：オフ 

NEXT パスワードの長さ(最小) 

（必須） 

NEXT パスワードの最小文字列長を設定します。 

次の「NEXT パスワードの長さ(最大)」より大きい値は設定で

きません。 

最小値：1 

最大値：32 

初期値：8 

NEXT パスワードの長さ(最大) 

（必須） 

NEXT パスワードの最大文字列長を設定します。 

前の「NEXT パスワードの長さ(最小)」より小さい値は設定で

きません。 

最小値：1 

最大値：32 

初期値：32 
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項目 説明 

NEXT パスワード有効日数 

（必須） 

設定した NEXT パスワードを使用できる期間 (日数) を指定

します。この期間を過ぎると、変更するよう要求されます。（顔

照合エラー時はオフライン認証となるため、NEXTパスワード

の有効期限切れのチェックは行われません） 

1 から 365 までの日数を指定するか、0 に設定して NEXT 

パスワードの有効期限が切れないように指定します。 

最小値：0 

最大値：365 

初期値：42 

NEXT ユーザーのロックアウトのしきい

値 

（必須） 

指定された回数 NEXT 認証に失敗すると、NEXT ユーザーが

ロックアウトされます。（顔照合エラー時はオフライン認証と

なるため、ロックアウトのしきい値のエラー回数としてカウン

トしません） 

ロックアウト状態を解除する場合は、「パスワードリセット」

を行ってください。 

0に設定すると、ロックアウトしません。 

最小値：0 

最大値：30 

初期値：7 

無期限の NEXT ユーザーを許可しない 

（必須） 

オンにした場合、NEXT ユーザーの有効期限を設定しない状態

での NEXT ユーザーの作成/編集ができなくなります。 

初期値：オフ 

 

 

 

  

 キャッシュを利用するオフライン時の詳細は、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガ

イド」を参照してください。 

 NEXT ユーザーのロックアウトの詳細は、「付録. NEXT ユーザーのロックアウト」を参照

してください。 

 NEXT パスワードの有効期限は、「NEXT パスワードの最終更新日」に「ポリシーで設定し

た NEXT パスワード有効日数」を加算し、その日時が過ぎた場合に「期限切れ」と判定しま

す。「NEXT パスワードの最終更新日」は以下で設定/更新されます。 

・NEXT クライアントで NEXT パスワードを変更した時 

・NEXT マネージャーのサインイン時に NEXT パスワードを変更した時 

・NEXT マネージャーの管理者ポータルで NEXT ユーザーを新規作成した時 

・NEXT マネージャーの管理者ポータルで NEXT ユーザーの NEXT パスワードを変更した

時（CSVインポート含む） 

・NEXT マネージャーの管理者ポータルで NEXT パスワードをリセットした時 

・NEXT マネージャーのユーザーポータルで NEXT パスワードを変更した時 
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10.1.2. NEXT クライアント 

 

項目 説明 

オフライン有効日数 

（必須） 

NEXT クライアントで保持するキャッシュの有効期限を指

定します。キャッシュを利用することで、NEXT クライアン

トが NEXT チームサーバーと接続できないオフライン環境

でも NEXT Signinなどの機能が利用できます。 

0に設定すると、無期限になります。 

最小値：0 

最大値：3650 

初期値：90 

 

10.1.3. NEXT サーバー 

 

項目 説明 

顔認証マスタに画像を登録しない 

（必須） 

オンにすると顔認証マスタに顔情報のみ登録し、画像を登録し

ません。 

画像を登録しない場合、顔認証マスタ管理画面の顔画像は表示

されずにシルエット表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期値：オフ 
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10.2 ポリシー設定の編集 

 

ポリシー設定を編集する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「ポリシー設定」をクリックしてください。 

3. 各項目を設定してください。 

4. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 
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11. NEXT ユーザー管理 

 

11.1 概要 

 

ユーザー管理では、NEXT ユーザーの情報の設定、NEXT ユーザーの運用に係る操作を行います。 

メニューの「NEXT ユーザー一覧」では、登録されている NEXT ユーザーの一覧が表示されます。 

 

メインパネルに表示される NEXT ユーザー一覧の各 NEXT ユーザーの状態を表すステータスアイコンが表

示される場合があります。下図に説明します。 

 

ステータス 

アイコン 

ツールチップでの表示 

 

 

NEXT ユーザーの有効期限が切れています 

 

 

 

NEXT パスワードの有効期限が切れています 

 

 

アカウントがロックアウトされています 

 

 

無効なユーザー 
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「NEXT ユーザー一覧」からユーザーを検索して、編集などの操作が行えます。メインパネルに表示される

ユーザー一覧では、「NEXT ユーザーID」などの各項目名をクリックすることで、昇順/降順の並べ替えが

できます。 

 

メインパネルに表示される NEXT ユーザー一覧の上部には、総登録 NEXT ユーザー数、ページ送りなどが

表示されています。下図を例に説明します。 

 

項目 説明 

NEXT ユーザーの表示している番号範囲 メインパネルの NEXT ユーザー一覧に表示している番号範囲

です。 

図では、左の「(1-20)」と表示している部分です。 

総登録 NEXT ユーザー数 登録されている NEXT ユーザー数です。 

図では、左の「150」と表示している部分です。 

1ページで表示する NEXT ユーザー数 1ページで表示する NEXT ユーザー数です。 

20,50,100から選択でき、クリックすることで、1ページで表

示する NEXT ユーザー数を変更することができます。 

図では、右の「[20] [50] [100]」と表示している部分です。 

ページ送り メインパネルの NEXT ユーザー一覧のページ送りを行うこと

ができる表示部分です。 

図は、「[最初][前へ][1]…..[次へ][最後]」と表示している部

分です。 
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メインパネルに表示される NEXT ユーザー一覧の各 NEXT ユーザーの左のボタンから、その NEXT ユーザ

ーに関する各種の操作が行えます。各項目の概要を説明します。詳細は以降の本マニュアルで説明します。 

 

項目 説明 

編集 NEXT ユーザーの編集を行います。 

削除 NEXT ユーザーの削除を行います。 

ただし、管理者(ビルトイン)ユーザーは削除することができま

せん。 

NEXT パスワードリセット NEXT 認証を一定回数、失敗した場合、アカウントがロックア

ウトされます。このロックアウトを解除するためにパスワード

のリセットを行います。 

ロール設定 NEXT ユーザーのロールを設定します。 

ICカードマスタ管理 NEXT ユーザーの利用する ICカードの情報を設定、確認しま

す。 

顔認証マスタ管理 NEXT ユーザーの顔認証で利用する顔情報を設定、確認しま

す。 

ワンタイムパスワード NEXT ユーザーのワンタイムパスワードシークレットを発行

して、スマートフォンの Authenticatorアプリに登録するため

の QRコードを表示します。 

NEXT 緊急パスワード発行 NEXT ユーザーの NEXT 緊急パスワードを発行します。 
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11.2 NEXT ユーザー情報の設定 

 

NEXT ユーザー設定には「基本設定」、「Windowsアカウント」があります。以下にそれぞれの設定項目

について説明します。 

 

11.2.1. 基本設定 

 

「基本設定」では、NEXT ユーザーの基本的な設定を行います。 

 

 

項目 説明 

NEXT ユーザーID 

（必須） 

NEXT ユーザーIDを指定してください。 

NEXT ユーザーIDは一意である必要があります。既に登録済

みのNEXT ユーザーIDと同じ IDを指定することはできませ

ん。 

使用可能文字：半角英数、記号（ハイフン(-)、アンダーバー

(_)、ドット(.)のみ） 

文字数：最大 20文字 

初期値：設定なし 

NEXT パスワード 

（必須） 

NEXT 認証に使用する NEXT パスワードを指定してくださ

い。 

入力値はポリシー設定により制限されます。 

使用可能文字：半角英数、記号 

文字数：最大 32文字 

初期値：設定なし 

確認用 NEXT パスワード 

（必須） 

確認用に再度、NEXT パスワードを指定してください。 

入力値はポリシー設定により制限されます。 

使用可能文字：半角英数、記号 

文字数：最大 32文字 

初期値：設定なし 
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項目 説明 

NEXT ユーザー名 

（必須） 

NEXT ユーザー名を指定してください。 

使用可能文字：半角および全角文字 

文字数：最大 50文字 

初期値：設定なし 

有効期間(開始) 

（ポリシー設定の「無期限の NEXT ユー

ザーを許可しない」がオンの場合、必須） 

NEXT ユーザーが利用できる期間の開始日を指定してくださ

い。 

次の「有効期間(終了)」より後の日は設定できません。 

サインイン中の NEXT ユーザーの「有効期間(開始)」を有効

期限切れとなる設定(翌日以降の日付設定)にすることはでき

ません。 

例）2024年 7月 1日に NEXT マネージャーにサインインし

ている場合、「有効期間(開始)」を同年 7月 2日以降に設定

することはできません。 

初期値：設定なし 

有効期間(終了) 

（ポリシー設定の「無期限の NEXT ユー

ザーを許可しない」がオンの場合、必須） 

NEXT ユーザーが利用できる期間の終了日を指定してくださ

い。 

前の「有効期間(開始)」より前の日は設定できません。 

サインイン中の NEXT ユーザーの「有効期間(終了)」を有効

期限切れとなる設定(前日以前の日付設定)にすることはでき

ません。 

例）2024年 7月 1日に NEXT マネージャーにサインインし

ている場合、「有効期間(終了)」を同年 6月 30日以前に設定

することはできません。 

初期値：設定なし 

無効 オンにすると、NEXT ユーザーを無効にします。 

サインイン中の NEXT ユーザーの無効設定は変更できませ

ん。 

初期値：オフ 
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11.2.2. Windows アカウント 

 

「Windowsアカウント」では、NEXT SigninによるWindowsサインイン時に、クライアント設定により

利用するWindowsアカウントの情報の設定を行います。 

 

Windowsアカウントの情報は、1つの NEXT ユーザーに 32個まで登録できます。 

下図は、2つのWindowsアカウントが登録されている NEXT ユーザーの編集画面の例です。 

 

初期は 1つのWindowsアカウントを入力する欄しか表示されていません。 

Windowsアカウントを追加登録する場合は、「Windowsアカウント」の入力エリアの右上にある<+>ア

イコンをクリックします。 
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Windowsアカウントを削除する場合は、削除したいWindowsアカウントの入力エリアの左上にある<ゴミ

箱>アイコンをクリックします。 
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項目 説明 

WindowsユーザーID Windows アカウントを指定してください。 

Windows アカウントは以下のいずれかの形式で指定してく

ださい。  

・アカウント名のみ 

例）user017 

※ドメイン参加 PCでドメイン名を省略すると、

「domain\user017」のように参加ドメイン名が補完

されサインインを実行します。 

※ドメイン参加 PCでローカルコンピューターにサイン

インする場合は、アカウント名の前に「.\」を入力し

てください。 

・ドメイン名\アカウント名 

例）domain\user017 

・MicrosoftAccount\Microsoftアカウント名 

  例）MicrosoftAccount\user017@example.co.jp 

  ※PIN 認証はできません 

文字数：最大 256文字 

初期値：設定なし。ただし、新規作成時は 1つ目のWindows

アカウントのWindows ユーザーIDの入力値がない場合、

NEXT ユーザーIDを自動的に補完して保存します。編集時は

自動的に補完しません。 

Windows パスワード Windows アカウントのパスワードを指定してください。 

文字数：最大 127文字 

初期値：設定なし 

 

  

 Windowsアカウントが不要な NEXT ユーザーの場合は、ごみ箱アイコンをクリックして

Windowsアカウントが 0件の状態で登録してください。 

 Windowsアカウントを複数登録した時の登録後の表示順は、WindowsユーザーIDの英数字

の昇順に表示します。 
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11.3 NEXT ユーザーの管理 

 

11.3.1. NEXT ユーザーの作成 

 

新しく NEXT ユーザーを作成する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー作成」をクリックしてください。 

3. 各項目を設定してください。 

4. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 

 

 

 

  

 登録後に続けて NEXT ユーザーを作成する場合は<連続登録>ボタンをクリックすること

で、NEXT ユーザーの新規登録画面が表示されます。 

 

 

 

 <登録>ボタンで保存すると登録した NEXT ユーザーの編集画面が表示されます。 
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11.3.2. NEXT ユーザーの編集 

 

既存の NEXT ユーザーを編集する場合は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 編集する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンをクリック、または<編集>ボタンの右のプルダウンメニ

ューをクリックし、<編集>をクリックしてください。 

4. 各項目を設定してください。 

5. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 

 

入力したNEXT パスワードは[●]で表示されますが、現在設定されているNEXT パスワードは表示されず、

空白で表示されます。 

また、右の[目]のアイコンをクリックした場合についても、入力した値そのものの表示に切り替えることが

できますが、現在設定されている NEXT パスワードは表示されず、空白で表示されます。 

 

NEXT パスワードを空白のまま<登録>ボタンをクリックした場合は、NEXT パスワードの変更は行われま

せん。 

 

 

 

 

  

 サインイン中の NEXT ユーザーの「有効期間(開始)」、または「有効期間(終了)」を有効期

間外となる設定にして<登録>ボタンをクリックした場合、「現在のサインインが継続でき

ない値は設定できません」というエラーが表示されます。 
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11.3.3. NEXT ユーザーの削除 

 

NEXT ユーザーを削除する場合は、以下の手順で行います。 

 

 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 削除する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<削除>をクリ

ックしてください。 

4. 削除を確認するダイアログが表示されます。 

 

5. 削除して良ければ、<削除>ボタンをクリックします。 

 

  

 管理者(ビルトイン)ユーザーは削除することができません。 
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11.3.4. NEXT ユーザーの検索 

 

「NEXT ユーザー一覧」では NEXT ユーザーID/NEXT ユーザー名を入力して検索、アカウントのロックア

ウト/無効ユーザーなどの条件で検索、組み合わせた検索ができます。 

 

・NEXT ユーザーID/NEXT ユーザー名を入力して検索 

NEXT ユーザーID/NEXT ユーザー名で検索するには、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 検索したい「NEXT ユーザーID」、「NEXT ユーザー名」を検索条件に入力します。 

4. <検索>ボタンをクリックしてください。 

 

5. メインパネル下部に検索結果が表示されます。 

 

6. <条件クリア>ボタンをクリックすると、検索条件がすべてクリアされます。 
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・条件での検索 

無効状態のユーザーを検索するには、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 検索条件の「無効ユーザー」をオンにします。 

4. <検索>ボタンをクリックしてください。 

 

5. メインパネル下部に検索結果が表示されます。 

 

6. <条件クリア>ボタンをクリックすると、検索条件がすべてクリアされます。 

 

・組み合わせての検索 

検索は、各項目を組み合わせて行うことができます。以下に各項目について説明します。 

 

項目 説明 

NEXT ユーザーID NEXT ユーザーIDを入力された文字列で検索します。 

検索条件：中間一致、大文字小文字を区別しません。 

NEXT ユーザー名 NEXT ユーザー名を入力された文字列で検索します。 

検索条件：中間一致、大文字小文字を区別しません。 

アカウントのロックアウト オンにすると「ロックアウト」状態の NEXT ユーザーを検索

します。 

NEXT パスワードの有効期限切れ オンにすると「NEXT パスワードの有効期限が切れている」状

態の NEXT ユーザーを検索します。 

NEXT ユーザーの有効期限切れ オンにすると「NEXT ユーザーの有効期限が切れている」状態

の NEXT ユーザーを検索します。 

無効ユーザー オンにすると「無効」状態の NEXT ユーザーを検索します。 
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11.3.5. NEXT ユーザーのロックアウトの解除 

 

指定された回数 NEXT 認証に失敗すると、NEXT ユーザーがロックアウトされます。 

ロックアウト状態を解除する場合は、「NEXT パスワードリセット」を行います。 

 

NEXT ユーザーの「NEXT パスワードリセット」は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. NEXT パスワードリセットしてロックアウトを解除する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプ

ルダウンメニューをクリックし、<NEXT パスワードリセット>をクリックしてください。 

このとき、NEXT ユーザーがロックアウトされている場合、<鍵>アイコンが表示されます。 

 

4. NEXT パスワードを再設定する画面が表示されます。 

現在設定されている NEXT パスワードは表示されず、空白で表示されます。 
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5. 再設定する NEXT パスワードを「新しい NEXT パスワード」、「確認用 NEXT パスワード」に入力し

て、<登録>ボタンをクリックします。 

 

項目 説明 

新しい NEXT パスワード NEXT 認証に使用する NEXT パスワードを指定してくださ

い。 

入力値はポリシー設定により制限されます。 

「新しい NEXT パスワード」を空白のまま<登録>ボタンを

クリックした場合は、NEXT パスワードの変更は行われませ

ん。 

 

使用可能文字：半角英数、記号 

文字数：最大 32文字 

初期値：なし 

確認用 NEXT パスワード 確認用に再度、NEXT パスワードを指定してください。 

入力値はポリシー設定により制限されます。 

 

使用可能文字：半角英数、記号 

文字数：最大 32文字 

初期値：なし 

 

 

 

 

 

  

 NEXT パスワードの再設定は、NEXT ユーザーの編集でも行えます。ただし、ロックア

ウト状態の NEXT ユーザーの解除は、この NEXT パスワードリセットで行う必要があ

ります。 
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11.3.6. NEXT ユーザーのロール設定 

 

NEXT ユーザーは、ロール(役割)によって利用制限があります。ロールによる利用制限は以下のとおりです。 

 

項目 説明 

管理者 

（必須） 

オンにすると、NEXT マネージャーにサインインが行え、また、すべての設定が

行えます。 

オフの場合、NEXT マネージャーにサインインができませんので、すべての設定

が行えません。 

初期値：オフ 

利用可能機能： 

 ・NEXT マネージャーの管理者ポータルへのサインイン 

 ・NEXT マネージャーのユーザーポータルへのサインイン 

 ・NEXT クライアントでの NEXT認証 

サブシステム利用者 

（必須） 

オンにすると、NEXT チームサーバーのサブシステムの利用が行えます。 

サブシステム利用者は、NEXT マネージャーにサインインすることができません。 

初期値：オフ 

利用可能機能： 

 ・NEXT クライアントでの NEXT認証 

ポータル利用者 

（必須） 

オンにすると、NEXT マネージャーのユーザーポータルにサインインが行えます。 

オフの場合、NEXT マネージャーのユーザーポータルにサインインができません。 

初期値：オン 

利用可能機能： 

 ・NEXT マネージャーのユーザーポータルへのサインイン 

 ・NEXT クライアントでの NEXT認証 

なし すべてのロールがオフの場合、NEXT クライアントでの NEXT 認証のみ可能にな

ります。 

利用可能機能： 

 ・NEXT クライアントでの NEXT認証 
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 NEXT マネージャーに「管理者」のロールがオフの NEXT ユーザーでサインインすると、

ログ管理には「イベント：管理」でサインイン認証のログが記録されます。ただし、ロール

がオフのため、画面自体にアクセスはできません。同様に NEXT パスワードのパスワード変

更も行えますが、ロールがオフのため、画面自体にアクセスはできません。 

 NEXT マネージャーでは、必要なロールがない場合、画面自体にアクセスができません。「管

理者」のロールがオフの NEXT ユーザーで NEXT マネージャーにサインインすると、「ペ

ージが見つからない、もしくはページにアクセスする権限がありません」というエラーが表

示されます。 

 初期設定時の NEXT マネージャーにサインインできる NEXT ユーザー「admin」は「管理

者」のロールがオンです。 

NEXT クライアントを利用するだけの NEXT ユーザーには「管理者」のロールはオフのま

まにすることで、NEXT マネージャーにサインインができませんので、すべての設定が行え

ません。 
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NEXT ユーザーの「ロール設定」は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. ロール設定をする NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<ロ

ール設定>をクリックしてください。 

 

4. ロール設定画面が表示されます。 

 

5. ロール設定を行い、<登録>ボタンをクリックします。 
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11.4 IC カードマスタ管理 

 

NEXT ユーザーが利用する ICカード登録を行うことができます。 

ICカードは各 NEXT ユーザーごとに 1つだけ、登録することができます。また、同じ ICカードを異なる

NEXT ユーザーに登録することはできません。 

 

ICカードの登録方法は、NEXT マネージャーで登録する方法と、NEXT クライアントで登録する方法があ

ります。 

・NEXT マネージャーで管理者がユーザーの ICカードを登録する 

 管理者が NEXT マネージャーで ICカードを登録します。 

NEXT マネージャーで ICカードを登録するには、ICカードのシリアル情報が必要です。予めご用

意ください。ICカードのシリアル情報が不明、収集が困難な場合は、NEXT クライアントでユー

ザー自身による ICカード登録の方法をご利用ください。 

現在、対応している ICカードのシリアル情報は「11.4.1. 対応している ICカードのシリアル情報」

の表を参照してください。 

 

・NEXT クライアントでユーザー自身が ICカードを登録する 

 ユーザー自身が NEXT クライアントで ICカードを登録します。 

ユーザー自身が NEXT クライアントで ICカードを登録するには、以下の設定がされている必要が

あります。 

・クライアント設定で「ICカード認証」がオンである。 

・クライアント設定で「未登録時に ICカードの登録を許可する」がオンである。 

 

ここでは、NEXT マネージャーで管理者がユーザーの ICカードを登録する方法について説明します。NEXT 

クライアントで ICカードを登録する方法については、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド」を

参照してください。 
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11.4.1. 対応している IC カードのシリアル情報 

 

対応している ICカードのシリアル情報は以下です。 

 

ICカードの種類 シリアル情報 備考 

FeliCa Standard IDm Binaryを HEX値にして、設定します。 

HEX値で 16文字表示されている 8バイトのデ

ータの場合、HEX 値のまま設定します。 

例：01010101FEFEFEFE 

FeliCa Lite-S IDm Binaryを HEX値にして、設定します。 

HEX値で 16文字表示されている 8バイトのデ

ータの場合、HEX 値のまま設定します。 

例：01010101FEFEFEFE 

NXP Semiconductors Mifare 

Classic 1K(Standard 

1K)(7byte UID) 

UID Binaryを HEX値にして、設定します。 

HEX値で 14文字表示されている 7バイトのデ

ータの場合、HEX 値のまま設定します。 

例：010101FEFEFEFE 

NXP Semiconductors Mifare 

Classic 1K(4byte NUID) 

NUID Binaryを HEX値にして、設定します。 

HEX値で 8文字表示されている 4バイトのデー

タの場合、HEX 値のまま設定します。 

例：0101FEFE 

 

 

 

 

  

 FeliCaカードの IDmなどのシリアル情報が、配布済みのカードを利用する場合などで分か

らない場合は、NEXT クライアントでユーザー自身による ICカード登録の方法をご利用く

ださい。NEXT クライアントでの ICカード登録では、ICカードから読み取りを行い登録で

きますので、IDmなどのシリアル情報の事前収集が不要です。 

 FeliCaカードの IDm、Mifareカードの UID／NUIDの値は、購入時に発行会社から入手す

ることができる場合があります。これから ICカードを購入される場合は、販売会社様など

にお問い合わせください。 



      

チーム版ガイド 

 

145 
 

11.4.2. IC カードの登録 

 

NEXT ユーザーに ICカードを登録するには、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. ICカードを登録する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、

<ICカードマスタ管理>をクリックしてください。 

 

4. 「ICカードシリアル番号」を設定してください。 

 

項目 説明 

ICカードシリアル番号 

（必須） 

対応するカードの「シリアル情報」を指定します。 

「ICカードの種類」と「シリアル情報」により文字数や使用

可能文字は変わります。 

詳細は、「11.4.1. 対応している ICカードのシリアル情報」

を参照してください。 

初期値：設定なし 

 

5. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 
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11.4.3. IC カードの編集 

 

NEXT ユーザーに登録されている ICカード情報を編集する手順は、「ICカードの登録」と同じです。 

ICカードは各 NEXT ユーザーごとに 1つだけ、登録することができます。また、同じ ICカードを異なる

NEXT ユーザーに登録することはできません。 

 

11.4.4. IC カードの削除 

 

NEXT ユーザーに登録されている ICカードを削除するには、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. ICカードを削除する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、

<ICカードマスタ管理>をクリックしてください。 

 

4. <削除>ボタンをクリックします。 
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5. 削除ダイアログの<削除>ボタンをクリックすることで、削除が完了します。 
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11.5 顔認証マスタ管理 

 

NEXT ユーザーが利用する顔情報の登録、顔認証のオプションの設定を行うことができます。 

顔情報は各 NEXT ユーザーごとに 5件まで登録が可能となっています。 

 

顔情報の登録方法は、NEXT マネージャーで登録する方法、NEXT クライアントで登録する方法があります。 

 

・NEXT マネージャーで管理者がユーザーの顔情報を登録する 

 管理者が NEXT マネージャーで顔情報を登録します。 

NEXT マネージャーで顔情報を登録するには、顔画像ファイルが必要です。予めご用意ください。 

また、NEXT マネージャーで顔情報を顔画像ファイルで登録するには、NEXT チームサーバーに

「顔認証ランタイム」のインストールが必要になります。詳細は、「ARCACLAVIS NEXT 動作環

境一覧」を参照してください。 

 

・NEXT クライアントでユーザー自身が顔情報を登録する 

 ユーザー自身が NEXT クライアントで顔情報を登録します。 

ユーザー自身が NEXT クライアントで顔情報を登録するには、以下の設定がされている必要があ

ります。 

・クライアント設定で「顔認証」がオンである。 

・クライアント設定で「顔情報の登録を許可する」がオンである。 

また、すでに顔情報が登録されている状態で、別の顔情報をユーザー自身が登録するには、さらに

以下の設定がされている必要があります。 

・クライアント設定で「顔情報の再登録を許可する」がオンである。 
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下表にそれぞれの登録方法の分類を記します。 

 

方法 

項目 

NEXT マネージャーで登録 NEXT クライアントで登録 

管理者による登録を想定 
○  

利用者による登録を想定 
 ○ 

顔画像ファイルを利用 
○  

Webカメラを利用 
 ○ 

顔認証ランタイムを利用 
○ ○ 

ポリシー設定の許可が必要 
 ○ 

マニュアル ARCACLAVIS NEXT  

チーム版ガイド 

「11.5.1. 顔情報の登録」 

ARCACLAVIS NEXT  

クライアント操作ガイド 

「4.2. 顔情報登録」 

 

顔情報の登録方法について本ガイドでは、NEXT マネージャーで管理者がユーザーの顔画像ファイルを用い

て顔情報を登録する方法について説明します。NEXT クライアントで顔情報を登録する方法については、

「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド」を参照してください。 
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11.5.1. 顔情報の登録 

 

登録する顔画像ファイルの「良い例」「向かない例」については、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操

作ガイド」を参照してください。 

 

NEXT ユーザーに顔情報を登録するには、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 顔情報を登録する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<顔

認証マスタ管理>をクリックしてください。 

 

4. <ファイルを選択>ボタンをクリックしてください。 

 

5. Webブラウザの「ファイルを選択」ダイアログが表示されますので、NEXT ユーザーの利用者の顔画像

ファイルを選択します。 

顔画像ファイルに利用できる形式などは以下の通りです。 

項目 説明 

ファイル形式 BMP、JPG、PNG 

解像度（推奨） 640×480pixel 

目と目の間隔が 120pixel以上あるもの 
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6. <登録>ボタンをクリックして保存します。 

7. 登録されると「顔情報一覧」に登録した顔情報の顔画像ファイルのサムネイルが表示されます。 

 

8. 複数枚の登録を行う場合は、手順 4～6を繰り返し行います。 
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11.5.2. 顔情報のオプションの設定 

 

顔認証マスタ管理では、顔認証に関するオプションの設定が行えます。 

顔認証オプションの設定状態により、表示が異なります。 

 

・顔認証オプションが未設定（初期表示） 

 

・顔認証オプションが未設定（<オプション追加>ボタンクリック後） 

 

・顔認証オプションが設定済み 
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項目 説明 

照合精度 

（必須） 

顔の認証しやすさを設定します。高くすると、他人受入率を下げることができます

が本人拒否率が上がります。低くすると、本人拒否率は下がりますが他人受入率が

上がります。 

 

設定は、以下を参考に行ってください。 

・高い 

  使用するクライアント端末、カメラ、明るさ、カメラとの距離など多くの条件

が顔情報を登録した時と同じ環境で認証可能な設定です。多くの条件が異なる場合

は、認証がしにくい場合があります。 

・やや高い 

 「高い」と「中」の中間の設定です。 

・中 

 登録時と異なるクライアント端末、カメラ、明るさでも認証が可能な設定です。

屋内/社内で利用するユーザーに適しています。 

・やや低い 

 「中」と「低い」の中間の設定です。 

・低い 

 使用するクライアント端末、カメラ、明るさ、カメラとの距離など多くの条件が

顔情報を登録した時と異なる環境で認証可能な設定です。屋内/屋外や社内/社外な

ど異なる場所でクライアント端末を使用するユーザーに適しています。 

 

なお、「照合精度」の設定はクライアント設定でも設定することが可能です。クラ

イアント設定より、ここでの設定が優先されます。クライアント設定については、

「9. クライアント設定」を参照してください。 

 

初期値：中 

マスクを使用する 

（必須） 

「オン」にすると、マスクを着用している状態でも顔認証を行えます。 

 

なお、「マスクを使用する」の設定はクライアント設定でも設定することが可能で

す。クライアント設定より、ここでの設定が優先されます。クライアント設定につ

いては、「9. クライアント設定」を参照してください。 

 

初期値：オン 
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顔認証のオプションを設定する場合は、以下の手順で行います。 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 編集する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<顔認証マス

タ管理>をクリックしてください。 

4. 顔認証オプションの設定が未設定の場合、タイトルの右側にある<オプション追加>ボタンをクリックし

てください。 

5. 各項目を設定してください。 

6. <登録>ボタンをクリックして設定を保存します。 

 

設定済みの顔認証のオプションを削除する場合は、以下の手順で行います。 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 編集する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<顔認証マス

タ管理>をクリックしてください。 

4. <削除>ボタンをクリックしてください。 

5. 削除ダイアログの<削除>ボタンをクリックすることで、設定を削除します。 
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11.5.3. 顔情報の削除 

 

NEXT ユーザーの顔情報を削除するには、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. 顔情報を削除する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをクリックし、<顔

認証マスタ管理>をクリックしてください。 

 

4. 「顔情報一覧」に登録されている顔情報の顔画像ファイルのサムネイルから、削除する顔情報のサムネ

イルの<ゴミ箱>ボタンをクリックします。 

 

5. 削除ダイアログの<削除>ボタンをクリックすることで、削除が完了します。 

 

6. 複数枚の削除を行う場合は、手順 4～５を繰り返し行います。  
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11.5.4. 顔情報の自動更新 

 

NEXT チームサーバーでは、顔情報の自動更新は行われません。 

そのため、顔情報の経年劣化により顔認証が成功しづらい状況になった場合は、再度顔情報を登録してくだ

さい。 

顔情報の登録については、「11.5. 顔認証マスタ管理」を参照してください。 
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11.6 NEXT 緊急パスワードの発行 

 

NEXT 認証時に ICカードや顔情報の代わりに使用できる有効期限付きのNEXT 緊急パスワードの発行を行

います。 

ICカードを忘れた場合、出先でカメラが壊れた場合などに NEXT ユーザーIDと NEXT 緊急パスワードの

入力による認証を行うことにより、NEXT チームサーバーのアンインストールなどをすることなくコンピュ

ーターを利用できます。 

 

NEXT 緊急パスワードは NEXT ユーザーに対して発行するため、NEXT ユーザーが登録されている必要が

あります。 

 

NEXT ユーザーがロックアウト状態の場合、NEXT 緊急パスワードを利用してサインインできません。先に

管理者により、ロックアウトを解除してください。 

 

NEXT 緊急パスワードには有効期限があります。有効期限により、ユーザーが NEXT 緊急パスワードを使

用できる期間を設定できます。有効期限は NEXT 緊急パスワードを発行する NEXT ユーザーのアカウント

の有効期限を超えて設定することはできません。NEXT ユーザーのアカウントの有効期限を超えて設定でき

ない制御は、NEXT 緊急パスワードを発行するときのNEXT ユーザーのアカウントの状態によりますので、

NEXT 緊急パスワード発行後に、NEXT ユーザーのアカウントの有効期限を変更した場合は制御されません。 
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NEXT 緊急パスワードの発行は、NEXT マネージャーを使用して発行します。 

NEXT 緊急パスワードの発行は、以下の手順で行います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. NEXT 緊急パスワードを発行する NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダウンメニューをク

リックし、<NEXT 緊急パスワード発行>をクリックしてください。 

 

4. NEXT 緊急パスワードを発行する画面が表示されます。 

 

5. 「有効期限」をキーボードで直接入力、または[カレンダー]アイコンをクリックして日付の選択を行い、

<発行>ボタンをクリックします。 

 

6. NEXT 緊急パスワードが発行されます。 
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11.7 ワンタイムパスワード 

 

NEXT ユーザーが利用するワンタイムパスワードシークレットを発行することができます。 

ワンタイムパスワードシークレットは発行後に QRコードで表示されます。 

表示されたワンタイムパスワードシークレットの QRコードをスマートフォンの Authenticatorアプリで読

み取ることにより NEXTユーザーの登録が行えます。以降は、スマートフォンの Authenticatorアプリにワ

ンタイムパスワード認証で使用するワンタイムパスワードが表示されるようになります。 

ワンタイムパスワードの有効時間は 30秒となるため、ご利用のコンピューターとスマートフォンの時間が

ずれにくい環境での利用が前提となります。 

ワンタイムパスワードは、6桁のパスワードで 30秒ごとに更新されます。 

 

ワンタイムパスワードシークレットの発行方法は、NEXT マネージャーのユーザーポータルで発行する方法

と、NEXT クライアントで発行する方法があります。 

管理者ポータルではワンタイムパスワードシークレットを発行することはできません。 

 

・NEXT マネージャーのユーザーポータルでユーザー自身がワンタイムパスワードシークレットを発行する 

ユーザーが NEXT マネージャーのユーザーポータルでワンタイムパスワードシークレットを発行

します。 

ワンタイムパスワードシークレットを発行した後、スマートフォンの Authenticatorアプリで QR

コードを読み取ります。 

すでにワンタイムパスワードシークレットが発行されている場合は、再登録用の QRコードが表示

されないため、ワンタイムパスワードシークレットの再登録を行うことができません。 

ワンタイムパスワードシークレットの再登録を行う場合は、NEXT マネージャーにサインインして

ワンタイムパスワードシークレットのリセットを行い、新しいワンタイムパスワードシークレット

を発行し、その QRコードを読み取る手順が必要になります。 

 

・NEXT クライアントでユーザー自身がワンタイムパスワードシークレットを発行する 

 ユーザー自身が NEXT クライアントでワンタイムパスワードシークレットを発行します。 

ユーザー自身が NEXT クライアントでワンタイムパスワードシークレットを発行するには、以下

の設定がされている必要があります。 

・クライアント設定で「ワンタイムパスワード認証」がオンである。 

・ユーザー自身のワンタイムパスワードシークレットが未登録の状態である。 

すでにワンタイムパスワードシークレットが発行されている場合は、再登録用の QRコードが表示

されないため、ワンタイムパスワードシークレットの再登録を行うことができません。 

ワンタイムパスワードシークレットの再登録を行う場合は、NEXT マネージャーにサインインして

ワンタイムパスワードシークレットのリセットを行い、新しいワンタイムパスワードシークレット

を発行し、その QRコードを読み取る手順が必要になります。 
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下表にそれぞれの発行方法の分類を記します。 

 

方法 

項目 

NEXT マネージャーの 

ユーザーポータルで発行 

NEXT クライアントで発行 

利用者による発行とスマート

フォンへの登録を想定 
○ ○ 

クライアント設定による設定

が必要 
 ○ 

マニュアル ARCACLAVIS NEXT  

クライアント操作ガイド 

「8.5. ワンタイムパスワード

シークレットの発行」 

ARCACLAVIS NEXT  

クライアント操作ガイド 

「4.3. ワンタイムパスワード

認証の情報登録」 

 

NEXT マネージャーのユーザーポータルでワンタイムパスワードシークレットを発行する方法、NEXT クラ

イアントでワンタイムパスワードシークレットを発行する方法については、「ARCACLAVIS NEXT クライ

アント操作ガイド」を参照してください。 
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11.7.1. 対応しているスマートフォンの Authenticator アプリ 

 

ワンタイムパスワードを表示する Authenticatorアプリは、ARCACLAVIS NEXT 製品としては提供してお

りません。 

ご利用のスマートフォンで「App Store」や「Play Store」から Authenticatorアプリをダウンロードし、

インストールしてください。 

動作確認しているスマートフォンの Authenticatorアプリは以下のとおりです。 

 

Authenticatorアプリ名 

Google Authenticator 

Microsoft Authenticator 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ワンタイムパスワードシークレットは、「アカウント名」「ユーザーID」を基に作成されま

す。 

異なる環境（検証環境と本番環境など）で同一の「アカウント名」「ユーザーID」のワンタ

イムパスワードシークレットを発行し、Authenticatorアプリに登録しようとした際、後か

ら発行したワンタイムパスワードシークレットを Authenticatorアプリに登録できない場合

があります。 

NEXT製品で推奨している Authenticatorアプリでは、以下のような動作となります。 

（Authenticatorアプリのバージョンによっては動作が異なる場合があります。 

 詳細は、各 Authenticatorアプリのヘルプなどを参照してください。） 

 

●Google Authenticator 

「アカウント名」「ユーザーID」が同一のワンタイムパスワードシークレットであっても登

録することができます。 

 

●Microsoft Authenticator 

「アカウント名」「ユーザーID」が同一のワンタイムパスワードシークレットの場合は、登

録することができません。 

ただし、以下の手順で複数の Authenticatorアカウントの登録が可能です。 

 ・Microsoft Authenticatorから既に登録されている Authenticatorアカウント（例：検証

環境の Authenticatorアカウント）を削除した後、新しく Authenticatorアカウント（例：

本番環境の Authenticatorアカウント）を登録する 

 ・Microsoft Authenticatorに登録する際に Authenticatorアカウント名を変更して登録す

る 
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11.7.2. ワンタイムパスワードシークレットの発行 

 

管理者ポータルでは、ワンタイムパスワードシークレットを発行することはできません。 

ユーザーポータルにサインインし、ワンタイムパスワードシークレットの発行を行ってください。 

ワンタイムパスワードシークレットの発行する手順については、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作

ガイド」を参照してください。 
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11.7.3. ワンタイムパスワードシークレットのリセット 

 

ご使用のスマートフォンを変更する場合、ワンタイムパスワードシークレットをリセットし、新しいスマー

トフォンの Authenticatorアプリで再度 NEXT ユーザーを登録する必要があります。 

 

NEXT ユーザーに登録されているワンタイムパスワードシークレットをリセットするには、以下の手順で行

います。 

 

1. NEXT マネージャーの管理者ポータルにサインインしてください。 

2. メニューの「NEXT ユーザー一覧」をクリックしてください。 

3. ワンタイムパスワードシークレットをリセットする NEXT ユーザーの左の<編集>ボタンの右のプルダ

ウンメニューをクリックし、<ワンタイムパスワード>をクリックしてください。 
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4. <リセット>ボタンをクリックしてください。 

 

5. <確認しました>にチェックを入れて<リセット>ボタンをクリックしてください。 
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6. ワンタイムパスワードシークレットがリセットされます。 

 

 

 

 

 

 

  

 ワンタイムパスワードシークレットをリセットした場合は、スマートフォンの

Authenticatorアプリに登録した NEXT ユーザーの削除も合わせて行ってください。 

削除する手順については、スマートフォンにインストールされている Authenticatorア

プリのヘルプなどを参照してください。 
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12. ログ管理 

 

ログ管理の詳細については、「ARCACLAVIS NEXT 管理者ガイド」の「11. ログ管理」を参照してくださ

い。 
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13. バックアップ 

 

13.1 概要 

 

NEXT チームサーバーのデータベースファイルをバックアップする手順について記します。 

バックアップの対象となるデータベースは以下があります。 

 

・NEXT 管理 DBファイル 

ユーザー情報やクライアント設定などのアプリケーションに関連するデータが保存されたデータベース

ファイルです。 

 

・NEXT ログ DBファイル 

NEXT マネージャーで閲覧できるログデータが保存されたデータベースファイルです。 

 

・NEXT コントロール設定 DBファイル 

NEXT マネージャーで設定する「コントロール設定」に関連するデータが保存されたデータベースファ

イルです。 

 

バックアップの対象外となるデータベースは以下があります。 

 

・NEXT ジョブ DBファイル 

NEXT ユーザー情報のインポートなどの時間のかかる処理を登録順に実行するためのジョブ情報を保

存するデータベースファイルです。 

ジョブ情報は一時的な情報のため、バックアップは不要です。 

ジョブの結果はログ管理で確認できます。 

詳細は、「12. ログ管理」を参照してください。 

 

バックアップ設定の流れは以下となります。 

1. バックアップ用バッチファイルの作成 

2. 定期的なバックアップ実行のタスクスケジューラ登録 

※データベースファイルのバックアップは定期的に行うことをお勧めします。 

3. バックアップを手動実行し、動作の確認（タスクスケジューラから手動実行） 
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13.2 NEXT 管理 DB ファイル、NEXT コントロール設定 DB ファイルをバックアップす

る 

 

NEXT 管理 DBファイル、NEXT コントロール設定 DBファイルのバックアップを定期的に行う設定の手順

について説明します。 

 

13.2.1. バックアップ用バッチファイルを作成 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows アクセサリ]-[メモ帳]を選択してメモ帳を開き、下記内容をコピーし

てメモ帳に貼り付けてください。 

@echo off 

 

: **** DBパスワードの設定 **** 

: DBパスワードが「password」の場合は、「set PGPASSWORD=password」となります。 

set PGPASSWORD=password 

 

: **** pg_dump.exeの配置場所 **** 

: postgreSQLのインストール先が「C:\Program Files\PostgreSQL」の場合は 

: 「set PGDUMPPATH="C:\Program Files\PostgreSQL\bin"」となります。 

set PGDUMPPATH="C:\Program Files\PostgreSQL\bin" 

 

: **** バックアップファイル名 **** 

: バックアップファイルを「C:\backup\appdb_YYMMDD_hhmmss.dump」としたい場合は 

: 「set PGBKUPAPPPATH="C:\backup\appdb"」となります。  注）拡張子は不要です 

set PGBKUPAPPPATH="C:\backup\appdb" 

set PGBKUPCTLPATH="C:\backup\controldb" 

 

: **** バックアップする DB名 **** 

: 「NEXT 管理 DBファイル」をバックアップする場合は「set PGBKUPAPPFILE=appdb」、 

: 「NEXT コントロール設定 DBファイル」をバックアップする場合は 

: 「set PGBKUPCTLFILE=controldb」となります。 

set PGBKUPAPPFILE=appdb 

set PGBKUPCTLFILE=controldb 

 

 

set d=%date% 

set yyyy=%d:~-10,4% 

set mm=%d:~-5,2% 
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set dd=%d:~-2,2% 

set t=%time: =0% 

set hh=%t:~0,2% 

set mn=%t:~3,2% 

set ss=%t:~6,2% 

%PGDUMPPATH%\pg_dump -Fc -w -p 5432 -U postgres 

-f %PGBKUPAPPPATH%_%yyyy%%mm%%dd%_%hh%%mn%%ss%.dump %PGBKUPAPPFI

LE% 

if not "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

  echo ***** NEXT 管理 DBファイルのバックアップに失敗しました。 ***** 

exit /b 1 

) 

%PGDUMPPATH%\pg_dump -Fc -w -p 5432 -U postgres 

-f %PGBKUPCTLPATH%_%yyyy%%mm%%dd%_%hh%%mn%%ss%.dump %PGBKUPCTLFI

LE% 

if "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

  echo ***** バックアップが正常に終了しました。 ***** 

  exit /b 0 

) else ( 

  echo ***** NEXT コントロール設定 DBファイルのバックアップに失敗しました。 ***** 

  exit /b 1 

) 
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3. コピーした内容の下記をご使用の環境に合わせて修正してください。 

 

項目 説明 

DBパスワードの設定 NEXT チームサーバーのインストール時に「データベースパスワード設

定画面」で設定したパスワードを設定してください。 

pg_dump.exeの配置場所 NEXT チームサーバーのインストールでは、通常、 

「C:\Program Files\PostgreSQL\bin」となります。 

バックアップファイル名 バックアップファイルの保存ファイル名になります。 

※例示の BATでは、バックアップ実行時の“年月日_時分秒”がファイル

名の末尾に自動的に付加されます。 

※ファイル拡張子は「.dump」となります（設定時は拡張子不要）。 

※任意のファイル名で構いません。 

バックアップする DB名 バックアップする DB名になります。 

NEXT 管理 DBファイルをバックアップする場合は「appdb」を、NEXT 

コントロール設定 DBファイルをバックアップする場合は「controldb」

を設定してください。 

 

4. 修正したファイルを任意の場所に、拡張子「.bat」として保存してください。 

※例として「C:¥backup」に「appdb_controldb_bkup.bat」というファイル名で保存したものとして

説明します。 
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13.2.2. バッチファイルをタスクスケジューラに登録 

 

例として、「13.2.1. バックアップ用バッチファイルを作成」で作成したバッチファイルを、毎日 AM3:00

にバックグラウンドで実行するタスクスケジューラ登録の手順を説明します。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[タスク スケジューラ]を選択してタスク スケジューラ

を開きます。 

 

3. 「タスク スケジューラ(ローカル)」画面が表示されます。「タスク スケジューラ ライブラリ」をクリ

ックします。 
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4. 「機能」ビューに「タスク スケジューラ ライブラリ」画面が表示されます。「操作」ウィンドウの「基

本タスクの作成」をクリックします。 

 

5. 「基本タスクの作成ウィザード」の「基本タスクの作成」画面が表示されます。「名前」に任意のタス

ク名を入力して<次へ>ボタンをクリックします。 

※例として「NEXTServerAppdbControldbBackup」という名前に設定したものとして説明します。 
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6. 「基本タスクの作成ウィザード」の「タスク トリガー」画面が表示されます。定期的にバックアップを

行いたい設定を選択して<次へ>ボタンをクリックします。 

※例として「毎日」に設定しています。 

 

7. 「基本タスクの作成ウィザード」の「タスク トリガー」の「毎日」画面が表示されます。定期的にバッ

クアップを行いたい時間を設定して<次へ>ボタンをクリックします。 

※例として「AM3:00:00」に設定しています。 
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8. 「基本タスクの作成ウィザード」の「操作」画面が表示されます。「プログラムの開始」に設定して<

次へ>ボタンをクリックします。 

 

9. 「基本タスクの作成ウィザード」の「プログラムの開始」画面が表示されます。<参照>ボタンをクリッ

クして「13.2.1. バックアップ用バッチファイルを作成」で作成したバッチファイルを選択して<次へ>

ボタンをクリックします。 
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10. 「基本タスクの作成ウィザード」の「要約」画面が表示されます。「[完了]をクリックしたときに、こ

のタスクの[プロパティ]ダイアログを開く」にチェックして<完了>ボタンをクリックします。 

 

11. 作成したタスクのプロパティ画面が表示されます。<ユーザーまたはグループの変更>ボタンをクリック

してバックアップ用タスクスケジューラを実行するユーザーに変更してください。 
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12. 「ユーザーがログオンしているかどうかにかかわらず実行する」にチェックします。 

また、「最上位の特権で実行する」にもチェックして<OK>ボタンをクリックします。 

 

13. 「ユーザーアカウント制御のパスワード入力画面」が表示されます。「バックアップ用タスクスケジュ

ーラを実行するユーザー」のパスワードを入力し<OK>ボタンをクリックして設定は完了です。 

 

 

 

 

  

 入力した「バックアップ用タスクスケジューラを実行するユーザー」のユーザー名、また

はパスワードを変更した場合は、手順 11の設定から行う必要があります。 
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13.2.3. バックアップ用タスクスケジューラの動作確認  

 

作成したタスクスケジューラが正常に動作するか、一度、手動でバックアップ用タスクスケジューラを実行

して確認します。タスクスケジューラの手動実行、確認は以下の手順で行います。 

 

1. 「13.2.2. バッチファイルをタスクスケジューラに登録」にて登録したタスクを選択して、「操作」ウ

ィンドウの「実行」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerAppdbControldbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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2. しばらく待ってから「最新の情報に更新」をクリックします。実行したタスクの「前回の実行結果」が

「この操作を正しく終了しました。(0x0)」と表示されればバックアップは完了です。 

※バッチファイルに設定した「バックアップファイル名」のフォルダにバックアップファイルが生成さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「前回の実行結果」が「(0x1)」と表示された場合は、バックアップに失敗しています。 

失敗する要因としては以下が考えられますので、再度確認して手順 1から実行してくだ

さい。 

・バックアップのバッチファイルの設定内容が間違っている 

・タスクスケジューラの登録内容が間違っている 

 （「最上位の特権で実行する」が未チェック状態になっている、など） 

 「前回の実行結果」が「現在タスクを実行中です。(0x41301)」と表示された場合は、

しばらく待ってから再度「最新の情報に更新」をクリックしてください。 
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13.3 NEXT ログ DB ファイルをバックアップする 

 

NEXT ログ DBファイルのバックアップを定期的に行う設定の手順について説明します。 

 

13.3.1. バックアップ用バッチファイルを作成 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows アクセサリ]-[メモ帳]を選択してメモ帳を開き、下記内容をコピーし

てメモ帳に貼り付けてください。 

@echo off 

 

: **** DBパスワードの設定 **** 

: DBパスワードが「password」の場合は、「set PGPASSWORD=password」となります。 

set PGPASSWORD=password 

 

: **** pg_dumpの配置場所 **** 

: postgreSQLのインストール先が「C:\Program Files\PostgreSQL」の場合は 

: 「set PGDUMPPATH="C:\Program Files\PostgreSQL\bin"」となります。 

set PGDUMPPATH="C:\Program Files\PostgreSQL\bin" 

 

: **** バックアップファイル名 ****  

: バックアップファイルを「C:\backup\logdb_YYMMDD_hhmmss.dump」としたい場合は 

: 「set PGBKUPPATH="C:\backup\logdb"」となります。  注）拡張子は不要です 

set PGBKUPPATH="C:\backup\logdb" 

 

: **** バックアップする DB名 **** 

: 「NEXT ログ DBファイル」をバックアップする場合は「set PGBKUPFILE=logdb」となります。 

set PGBKUPFILE=logdb 

 

 

set d=%date% 

set yyyy=%d:~-10,4% 

set mm=%d:~-5,2% 

set dd=%d:~-2,2% 

set t=%time: =0% 

set hh=%t:~0,2% 

set mn=%t:~3,2% 

set ss=%t:~6,2% 

%PGDUMPPATH%\pg_dump -Fc -w -p 5432 -U postgres 
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-f %PGBKUPPATH%_%yyyy%%mm%%dd%_%hh%%mn%%ss%.dump %PGBKUPFILE% 

if "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

  echo ***** バックアップが正常に終了しました。 ***** 

  exit /b 0 

) else ( 

  echo ***** バックアップに失敗しました。 ***** 

exit /b 1 

) 

 

3. コピーした内容の下記内容をご使用の環境に合わせて修正してください。 

 

項目 説明 

DBパスワードの設定 NEXT チームサーバーのインストール時に「データベースパスワード設

定画面」で設定したパスワードを設定してください。 

pg_dump.exeの配置場所 NEXT チームサーバーのインストールでは、通常、 

「C:\Program Files\PostgreSQL\bin」となります。 

バックアップファイル名 バックアップファイルの保存ファイル名になります。 

※例示の BATでは、バックアップ実行時の“年月日_時分秒”がファイル

名の末尾に自動的に付加されます。 

※ファイル拡張子は「.dump」となります（設定時は拡張子不要）。 

※任意のファイル名で構いません。 

バックアップする DB名 バックアップする DB名になります。 

NEXT ログ DBファイルをバックアップする場合は「logdb」を設定し

てください。 

 

4. 修正したファイルを任意の場所に、拡張子「.bat」として保存してください。 

※例として「C:¥backup」に「logdb_bkup.bat」というファイル名で保存したものとして説明します。 
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13.3.2. バッチファイルをタスクスケジューラに登録 

 

例として、「13.3.1. バックアップ用バッチファイルを作成」で作成したバッチファイルを、毎日 AM3:00

にバックグラウンドで実行するタスクスケジューラ登録の手順を説明します。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[タスク スケジューラ]を選択してタスク スケジューラ

を開きます。 
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3. 「タスク スケジューラ(ローカル)」画面が表示されます。「タスク スケジューラ ライブラリ」をクリ

ックします。 

 

4. 「機能」ビューに「タスク スケジューラ ライブラリ」画面が表示されます。「操作」ウィンドウの「基

本タスクの作成」をクリックします。 
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5. 「基本タスクの作成ウィザード」の「基本タスクの作成」画面が表示されます。「名前」に任意のタス

ク名を入力して<次へ>ボタンをクリックします。 

※例として「NEXTServerLogdbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 

 

6. 「基本タスクの作成ウィザード」の「タスク トリガー」画面が表示されます。定期的にバックアップを

行いたい設定を選択して<次へ>ボタンをクリックします。 

※例として「毎日」に設定しています。 
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7. 「基本タスクの作成ウィザード」の「タスク トリガー」の「毎日」画面が表示されます。定期的にバッ

クアップを行いたい時間を設定して<次へ>ボタンをクリックします。 

※例として「AM3:00:00」に設定しています。 

 

8. 「基本タスクの作成ウィザード」の「操作」画面が表示されます。「プログラムの開始」に設定して<

次へ>ボタンをクリックします。 
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9. 「基本タスクの作成ウィザード」の「プログラムの開始」画面が表示されます。<参照>ボタンをクリッ

クして「13.3.1. バックアップ用バッチファイルを作成」で作成したバッチファイルを選択して<次へ>

ボタンをクリックします。 

 

 

10. 「基本タスクの作成ウィザード」の「要約」画面が表示されます。「[完了]をクリックしたときに、こ

のタスクの[プロパティ]ダイアログを開く」にチェックして<完了>ボタンをクリックします。 
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11. 作成したタスクのプロパティ画面が表示されます。<ユーザーまたはグループの変更>ボタンをクリック

してバックアップ用タスクスケジューラを実行するユーザーに変更してください。 

 

12. 「ユーザーがログオンしているかどうかにかかわらず実行する」にチェックします。 

また、「最上位の特権で実行する」にもチェックして<OK>ボタンをクリックします。 
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13. 「ユーザーアカウント制御のパスワード入力画面」が表示されます。「バックアップ用タスクスケジュ

ーラを実行するユーザー」のパスワードを入力し<OK>ボタンをクリックして設定は完了です。 

 

 

 

 

  

 入力した「バックアップ用タスクスケジューラを実行するユーザー」のユーザー名、また

はパスワードを変更した場合は、手順 11の設定から行う必要があります。 
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13.3.3. バックアップ用タスクスケジューラの動作確認  

 

作成したタスクスケジューラが正常に動作するか、一度、手動でバックアップ用タスクスケジューラを実行

して確認します。タスクスケジューラの手動実行、確認は以下の手順で行います。 

 

1. 「13.3.2. バッチファイルをタスクスケジューラに登録」にて登録したタスクを選択して、「操作」ウ

ィンドウの「実行」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerLogdbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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2. しばらく待ってから「最新の情報に更新」をクリックします。実行したタスクの「前回の実行結果」が

「この操作を正しく終了しました。(0x0)」と表示されればバックアップは完了です。 

※バッチファイルに設定した「バックアップファイル名」のフォルダにバックアップファイルが生成さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「前回の実行結果」が「(0x1)」と表示された場合は、バックアップに失敗しています。 

失敗する要因としては以下が考えられますので、再度確認して手順 1から実行してくだ

さい。 

・バックアップのバッチファイルの設定内容が間違っている 

・タスクスケジューラの登録内容が間違っている 

 （「最上位の特権で実行する」が未チェック状態になっている、など） 

 「前回の実行結果」が「現在タスクを実行中です。(0x41301)」と表示された場合は、

しばらく待ってから再度「最新の情報に更新」をクリックしてください。 
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14. リストア 

 

14.1 概要 

 

NEXT チームサーバーのデータベースファイルをリストアする手順について記します。 

リストアの対象となるデータベースは以下があります。 

 

・NEXT 管理 DBファイル 

ユーザー情報やクライアント設定などのアプリケーションに関連するデータが保存されたデータベース

ファイルです。 

 

・NEXT ログ DBファイル 

NEXT マネージャーで閲覧できるログデータが保存されたデータベースファイルです。 

 

・NEXT コントロール設定 DBファイル 

NEXT マネージャーで設定する「コントロール設定」に関連するデータが保存されたデータベースファ

イルです。 

 

リカバリ実施の流れは以下となります。 

1. 現在のデータベースファイルのバックアップ 

2. IISの停止 

3. タスクスケジューラの無効化 

4. リストア用バッチファイルの作成 

5. データベースファイルのリストア 

6. IISの開始 

7. タスクスケジューラの有効化 
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14.2 NEXT 管理 DB ファイル、NEXT コントロール設定 DB ファイルをリストアする 

 

NEXT 管理 DBファイル、NEXT コントロール設定 DBが破損した場合や、特定のバックアップした時点ま

で NEXT 管理 DBファイル、NEXT コントロール設定 DBを戻す場合にリストアすることができます。 

NEXT 管理 DBファイル、NEXT コントロール設定 DBのリストアを行う手順について説明します。 

 

14.2.1. 現在の NEXT 管理 DB ファイル、NEXT コントロール設定 DB をバックアップ 

 

※リストアに失敗した場合、元の DBに戻すために予めバックアップを実行することを推奨します。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[タスク スケジューラ]を選択してタスク スケジューラ

を開きます。 
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3. 「タスク スケジューラ(ローカル)」画面が表示されます。「タスク スケジューラ ライブラリ」をクリ

ックします。 

 

4. 「機能」ビューに「タスク スケジューラ ライブラリ」画面が表示されます。NEXT 管理 DBファイル、

NEXT コントロール設定 DBのバックアップ用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィンド

ウの「実行」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerAppdbControldbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

193 
 

5. しばらく待ってから「最新の情報に更新」をクリックします。実行したタスクの「前回の実行結果」が

「この操作を正しく終了しました。(0x0)」と表示されればバックアップは完了です。 

※バッチファイルに設定した「バックアップファイル名」のフォルダにバックアップファイルが生成さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「前回の実行結果」が「(0x1)」と表示された場合は、バックアップに失敗しています。 

失敗する要因としては以下が考えられますので、再度確認して手順 4から実行してくだ

さい。 

・バックアップのバッチファイルの設定内容が間違っている 

 「前回の実行結果」が「現在タスクを実行中です。(0x41301)」と表示された場合は、

しばらく待ってから再度「最新の情報に更新」をクリックしてください。 
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14.2.2. IIS の停止 

 

リストアを行う際は、必ず IISを停止してから行ってください。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[インターネット インフォメーション サービス (IIS) 

マネージャー]を選択してインターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを開きま

す。 

 

 

3. IISマネージャーの「接続」ビューの「サイト」をクリックし、「機能」ビューから「NEXTServer」を

クリックして、「操作」ウィンドウの「停止」をクリックします。 
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4. 「接続」ビューの「アプリケーションプール」をクリックし、「機能」ビューから「NEXTServer」を

クリックして、「操作」ウィンドウの「停止」をクリックします。 
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14.2.3. タスクスケジューラの無効化 

 

リストアを行う際は、ログ管理用タスクスケジューラ、及びバックアップ用タスクスケジューラを無効化し

てから行ってください。 

※タスクスケジューラが動作する時間とリストアする時間が被らなければ無効化の操作は不要です。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[タスク スケジューラ]を選択してタスク スケジューラ

を開きます。 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

197 
 

3. 「タスク スケジューラ(ローカル)」画面が表示されます。「タスク スケジューラ ライブラリ」をクリ

ックします。 

 

4. 「機能」ビューに「タスク スケジューラ ライブラリ」画面が表示されます。NEXT 管理 DBファイル、

NEXT コントロール設定 DBのバックアップ用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィンド

ウの「無効化」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerAppdbControldbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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5. 同様に、NEXT ログ DBファイルのバックアップ用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィ

ンドウの「無効化」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerLogdbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 

 

6. 同様に、ログ管理用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィンドウの「無効化」をクリック

してください。 

※例として「NEXTServerDeleteLog」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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14.2.4. NEXT 管理 DB ファイル、NEXT コントロール設定 DB のリストア用バッチファ

イルを作成 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows アクセサリ]-[メモ帳]を選択してメモ帳を開き、下記内容をコピーし

てメモ帳に貼り付けてください。 

@echo off 

 

: **** DBパスワードの設定 **** 

: DBパスワードが「password」の場合は、「set PGPASSWORD=password」となります。 

set PGPASSWORD=password 

 

: **** pg_restore.exeの配置場所 **** 

: postgreSQLのインストール先が「C:\Program Files\PostgreSQL」の場合は 

: 「set PGRESTOREPATH ="C:\Program Files\PostgreSQL\bin"」となります。 

set PGRESTOREPATH="C:\Program Files\PostgreSQL\bin" 

 

: **** リストアするファイル名**** 

: 「C:\backup\appdb_20210915_155952.dump」を使用してリストアする場合は 

: 「set PGRESTOREFILE ="C:\backup\appdb_20210915_155952.dump"」となります。  

set PGRESTOREAPPFILE="C:\backup\appdb_20210915_155952.dump" 

set PGRESTORECTLFILE="C:\backup\controldb_20210915_155952.dump" 

 

: **** リストアする DB名 **** 

: 「NEXT 管理 DBファイル」をリストアする場合は「set PGRESTOREAPPDB=appdb」、 

: 「NEXT コントロール設定 DBファイル」をリストアする場合は「set 

PGRESTORECTLDB=controldb」となります。 

set PGRESTOREAPPDB=appdb 

set PGRESTORECTLDB=controldb 

 

 

%PGRESTOREPATH%\pg_restore.exe -w -c -p 5432 -U postgres 

-d %PGRESTOREAPPDB% %PGRESTOREAPPFILE% 

if not "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

  echo ***** NEXT 管理 DBファイルのリストアに失敗しました。 ***** 

  exit /b 1 

) 

%PGRESTOREPATH%\pg_restore.exe -w -c -p 5432 -U postgres 

-d %PGRESTORECTLDB% %PGRESTORECTLFILE% 

if "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

  echo ***** リストアが正常に終了しました。 ***** 
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) else ( 

  echo ***** NEXT コントロール設定 DBファイルのリストアに失敗しました。 ***** 

  exit /b 1 

) 

pause 

 

3. コピーした内容の下記内容をご使用の環境に合わせて修正してください。 

 

項目 説明 

DBパスワードの設定 NEXT チームサーバーのインストール時に「データベースパスワード設

定画面」で設定したパスワードになります。 

pg_restore.exeの配置場

所 

NEXT チームサーバーのインストールでは、通常、 

「C:\Program Files\PostgreSQL\bin」となります。 

リストアするファイル名 リストアで使用するファイル名になります。 

※任意のファイル名で構いません。拡張子は「.dump」とします。 

リストアする DB名 リストアする DB名になります。 

NEXT 管理 DBファイルをリストアする場合は「appdb」を、NEXT コ

ントロール設定 DBファイルをリストアする場合は「controldb」を設

定してください。 

 

4. 修正したファイルを任意の場所に、拡張子「.bat」として保存してください。 

※例として「C:¥backup」に「appdb_controldb_restore.bat」というファイル名で保存したものとし

て説明します。 
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14.2.5. NEXT 管理 DB ファイル、NEXT コントロール設定 DB ファイルをリストア 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. 「14.2.4. NEXT 管理 DBファイル、NEXT コントロール設定 DBファイルのリストア用バッチファイ

ルを作成」で作成したバッチファイルを選択し、「右クリック」-「管理者として実行」してください。 

3. コマンドプロンプトに「***** リストアが正常に終了しました。 *****」と表示されるとリストアは

完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「***** NEXT 管理 DBファイルのリストアに失敗しました。 *****」、または「***** 

NEXT コントロール設定 DBファイルのリストアに失敗しました。 *****」と表示され

た場合は、リストアに失敗しています。 

 失敗する要因としては以下が考えられますので、再度確認して手順 2から実行してくだ

さい。 

 ・リストアのバッチファイルの設定内容が間違っている 

 ・リストアのバッチファイルを管理者として実行していない 

 ※問題が見つからない場合はバックアップファイルが破損している可能性があるため、

「14.2.1. 現在の NEXT 管理 DBファイル、NEXTコントロール設定 DBファイルをバ

ックアップ」で作成したバックアップファイルを使用してリストアを行ってください。 



      

チーム版ガイド 

 

202 
 

14.2.6. IIS の開始 

 

リストアの作業が完了した後に停止させた IISを開始してください。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[インターネット インフォメーション サービス (IIS) 

マネージャー]を選択してインターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを開きま

す。 

 

3. IISマネージャーの「接続」ビューの「アプリケーションプール」をクリックし、「機能」ビューから

「NEXTServer」をクリックして、「操作」ウィンドウの「開始」をクリックします。 
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4. 「接続」ビューの「サイト」をクリックし、「機能」ビューから「NEXT Server」をクリックして、「操

作」ウィンドウの「開始」をクリックします。 
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14.2.7. タスクスケジューラの有効化 

 

リストアの作業が完了した後に無効化したログ管理用タスクスケジューラ、及びバックアップ用タスクスケ

ジューラを有効化してください。 

※「14.2.3. タスクスケジューラの無効化」でタスクスケジューラを無効化していなければ有効化の操作は

不要です。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[タスク スケジューラ]を選択してタスク スケジューラ

を開きます。 
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3. 「タスク スケジューラ(ローカル)」画面が表示されます。「タスク スケジューラ ライブラリ」をクリ

ックします。 

 

4. 「機能」ビューに「タスク スケジューラ ライブラリ」画面が表示されます。NEXT 管理 DBファイル、

NEXT コントロール設定 DBファイルのバックアップ用タスクスケジューラをクリックして、「操作」

ウィンドウの「有効化」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerAppdbControldbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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5. 同様に、NEXT ログ DBファイルのバックアップ用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィ

ンドウの「有効化」をクリックしてください。 

※例として「NEXTServerLogdbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 

 

6. 同様に、ログ管理用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィンドウの「有効化」をクリック

してください。 

※例として「NEXTServerDeleteLog」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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14.3 NEXT ログ DB ファイルをリストアする 

 

NEXT ログ DBファイルが破損した場合や、特定のバックアップした時点まで NEXT ログ DBファイルを戻

す場合にリストアすることができます。 

NEXT ログ DBファイルのリストアを行う手順について説明します。 

 

14.3.1. 現在の NEXT ログ DB ファイルをバックアップ 

 

※リストアに失敗した場合、元の DBに戻すために予めバックアップを実行することを推奨します。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[タスク スケジューラ]を選択してタスク スケジューラ

を開きます。 
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3. 「タスク スケジューラ(ローカル)」画面が表示されます。「タスク スケジューラ ライブラリ」をクリ

ックします。 

 
 

4. 「機能」ビューに「タスク スケジューラ ライブラリ」画面が表示されます。NEXT ログ DBファイル

のバックアップ用タスクスケジューラをクリックして、「操作」ウィンドウの「実行」をクリックして

ください。 

※例として「NEXTServerLogdbBackup」というタスク名に設定したものとして説明します。 
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5. しばらく待ってから「最新の情報に更新」をクリックします。実行したタスクの「前回の実行結果」が

「この操作を正しく終了しました。(0x0)」と表示されればバックアップは完了です。 

※バッチファイルに設定した「バックアップファイル名」のフォルダにバックアップファイルが生成さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「前回の実行結果」が「(0x1)」と表示された場合は、バックアップに失敗しています。 

失敗する要因としては以下が考えられますので、再度確認して手順 3から実行してくださ

い。 

・バックアップのバッチファイルの設定内容が間違っている 

 「前回の実行結果」が「現在タスクを実行中です。(0x41301)」と表示された場合は、

しばらく待ってから再度「最新の情報に更新」をクリックしてください。 
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14.3.2. IIS の停止 

 

リストアを行う際は、必ず IISを停止してから行ってください。 

 

IISの停止を行う手順は、「14.2.2. IISの停止」を参照してください。 

 

14.3.3. タスクスケジューラの無効化 

 

リストアを行う際は、ログ管理用タスクスケジューラ、及びバックアップ用タスクスケジューラを無効化し

てから行ってください。 

※タスクスケジューラが動作する時間とリストアする時間が被らなければ無効化の操作は不要です。 

 

タスクスケジューラの無効化を行う手順は、「14.2.3. タスクスケジューラの無効化」を参照してください。 
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14.3.4. NEXT ログ DB ファイルのリストア用バッチファイルを作成  

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows アクセサリ]-[メモ帳]を選択してメモ帳を開き、下記内容をコピーし

てメモ帳に貼り付けてください。 

@echo off 

 

: **** DBパスワードの設定 **** 

: DBパスワードが「password」の場合は、「set PGPASSWORD=password」となります。 

set PGPASSWORD=password 

 

: **** pg_restore.exeの配置場所 **** 

: postgreSQLのインストール先が「C:\Program Files\PostgreSQL」の場合は 

: 「set PGRESTOREPATH =“C:\Program Files\PostgreSQL\bin“」となります。 

set PGRESTOREPATH="C:\Program Files\PostgreSQL\bin" 

 

: **** リストアするファイル名**** 

: 「C:\backup\logdb_20210915_155952.dump」を使用してリストアする場合は 

: 「set PGRESTOREFILE =“C:\backup\logdb_20210915_155952.dump”」となります。  

set PGRESTOREFILE="C:\backup\logdb_20210915_155952.dump" 

 

: **** リストアする DB名 **** 

: 「NEXT ログ DBファイル」をリストアする場合は「set PGRESTOREDB=logdb」となります。 

set PGRESTOREDB=logdb 

 

 

%PGRESTOREPATH%\pg_restore.exe -w -c -p 5432 -U postgres 

-d %PGRESTOREDB% %PGRESTOREFILE% 

 

if "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

  echo ***** リストアが正常に終了しました。 ***** 

) else ( 

  echo ***** リストアに失敗しました。 ***** 

) 

pause 
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3. コピーした内容の下記内容をご使用の環境に合わせて修正してください。 

 

項目 説明 

DBパスワードの設定 NEXT チームサーバーのインストール時に「データベースパスワード設

定画面」で設定したパスワードになります。 

pg_restore.exeの配置場

所 

NEXT チームサーバーのインストールでは、通常、 

「C:\Program Files\PostgreSQL\bin」となります。 

リストアするファイル名 リストアで使用するファイル名になります。 

※任意のファイル名で構いません。拡張子は「.dump」とします。 

リストアする DB名 リストアする DB名になります。 

NEXT ログ DBファイルをリストアする場合は「logdb」を設定してく

ださい。 

 

4. 修正したファイルを任意の場所に、拡張子「.bat」として保存してください。 

※例として「C:¥backup」に「logdb_restore.bat」というファイル名で保存したものとして説明しま

す。 
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14.3.5. NEXT ログ DB ファイルをリストア 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. 「14.3.4. NEXT ログ DBファイルのリストア用バッチファイルを作成」で作成したバッチファイルを

選択し、「右クリック」-「管理者として実行」してください。 

3. コマンドプロンプトに「***** リストアが正常に終了しました。 *****」と表示されればリストアは

完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「***** リストアに失敗しました。 *****」と表示された場合は、リストアに失敗し

ています。 

失敗する要因としては以下が考えられますので、再度確認して手順 2から実行してくださ

い。 

・リストアのバッチファイルの設定内容が間違っている 

・リストアのバッチファイルを管理者として実行していない 

※問題が見つからない場合はバックアップファイルが破損している可能性があるため、

「14.3.1. 現在の NEXT ログ DBファイルをバックアップ」で作成したバックアップフ

ァイルを使用してリストアを行ってください。 
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14.3.6. IIS の開始 

 

リストアの作業が完了した後に停止させた IISを開始してください。 

 

IISの開始を行う手順は、「14.2.6. IISの開始」を参照してください。 

 

14.3.7. タスクスケジューラの有効化 

 

リストアの作業が完了した後に無効化したログ管理用タスクスケジューラ、及びバックアップ用タスクスケ

ジューラを有効化してください。 

※「14.3.3 タスクスケジューラの無効化」でタスクスケジューラを無効化していなければ有効化の操作は

不要です。 

 

タスクスケジューラの有効化を行う手順は、「14.2.7. タスクスケジューラの有効化」を参照してください。 
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付録 

 

アンイストール方法 

 

NEXT チームサーバー 

 

1. [アプリと機能]より「NEXT サーバー チーム版 バージョン N.N」の<アンインストール>をクリック

してください。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]より「NEXT サーバー チーム版 バージョン N.N」の<

アンインストール>でアンインストールも可能です。 

※「N」は数字 

2. 下図が表示されます。「IIS停止確認」ダイアログの<はい>ボタンをクリックしてください。 

 

 

3. 下図が表示されます。「IIS Webサイト削除確認」ダイアログの<はい>ボタンをクリックしてくださ

い。 

 
 

  

 <いいえ>をクリックしてもアンインストールは継続します。 その場合は IIS Webサイ

トは削除されずに残ります。 

 <いいえ>ボタンをクリックすると、アンインストールを中断します。 
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4. 下図が表示されます。「アンインストール確認」ダイアログの<はい>ボタンをクリックしてください。 

 
 

5. しばらくすると、下図が表示され、アンインストールが開始されます。少しお待ちください。 

 

6. 下図が表示されます。「アンインストール完了」ダイアログが表示されるとアンインストール完了です。 

 

  

 <いいえ>ボタンをクリックすると、アンインストールを中断します。 
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◆ NEXT チームサーバーのアンインストールで削除されないミドルウェアの削除方法について 

NEXT チームサーバーでインストールされたミドルウェアの内、アンインストールで削除されないミド

ルウェアと削除方法について説明します。 

 

削除されないミドルウェア 削除方法 

Microsoft .NET 8.0.3 - 

Windows Server Hosting 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

Microsoft .NET Runtime - 

8.0.3 (x64) 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

Microsoft .NET Runtime - 

8.0.3 (x86) 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

Microsoft ASP.NET Core 

8.0.3 – Shared Framework 

(x64) 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

Microsoft ASP.NET Core 

8.0.3 – Shared Framework 

(x86) 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

Microsoft Visual C++ 

2015-2022 Redistributable 

(x64) - 14.40.33810 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

Microsoft Visual C++ 

2015-2019 Redistributable 

(x86) - 14.25.28508 

[アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

PostgreSQL 13 [アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 

※PostgreSQLを削除してもインストーラーで設定した「データベー

スの配置先」のデータフォルダは残りますので、こちらは手動で削除

します。 

IIS 1. 「サーバーマネージャー」で[管理] – [役割と機能の削除]を選択

し、役割と機能の削除ウィザードを開きます。 

2. 「サーバーの役割」で「Web サーバー(IIS)」のチェックを外し

ます。 

3. [次へ]でウィザードを進め、最後に[削除]で削除を実行します。 

NFC Port Software 6.2.2.1 [アプリと機能]から<アンインストール>をクリックします。 

※[コントロールパネル]-[プログラムと機能]から<アンインストー

ル>も可能です。 
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インストーラーのエラーメッセージ 

 

NEXT サーバーインストーラー チーム版 

 

NEXT チームサーバーのインストール、アンインストールした際に表示されるエラーメッセージです。 

 

出力メッセージ／エラー状態 対応方法 

前回のインストールが正常に終了さ

れていません。 

NEXT サーバーをアンインストール

してから再実行をして下さい。 

NEXT チームサーバーのインストールが不完全な状態でインスト

ーラーを起動すると表示されるエラーです。 

インストール済みの NEXT チームサーバーをアンインストール後

にコンピューターを再起動して、改めて NEXT チームサーバーイ

ンストーラーを実行してください。 

既に NEXT サーバーがインストール

されています。 

この環境で異なる構成のインストー

ラーは実行できません。 

NEXT サーバー タイプAがインストールされている環境でNEXT 

サーバーインストーラー チーム版を実行した場合など、インスト

ールされているタイプと異なるインストーラーを実行した場合に

表示されるエラーです。 

インストール済みの NEXT サーバーをアンインストール後にコン

ピューターを再起動して、改めて NEXT サーバーインストーラー 

チーム版を実行してください。 

新しいバージョンがインストールさ

れているため、インストールをキャン

セルしました 

インストール済みの NEXT チームサーバーより古いバージョンの

NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行した際に表示さ

れるエラーです。 

NEXT サーバーインストーラー チーム版が正しいか確認してく

ださい。 

対象の NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行する場合

は、インストール済みの NEXT チームサーバーをアンインストー

ルし、改めて NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行し

てください。 

パスワードは 8文字以上入力が必要

です 

データベースのパスワードを 8文字未満で入力した際に表示され

るエラーです。 

8文字以上のパスワードで再入力してください。 

無効な文字が入力されています データベースのパスワードに使用できない文字が含まれている際

に表示されるエラーです。 

使用できる以下の文字種を参考にパスワードを再入力してくださ

い。 

・半角英数字：0～9、A～Z、a～z 

・半角記号：! # % & ( ) * + , - . / ; < = > ? @ [ ] _ { | } ~ ^ 

"\ 



      

チーム版ガイド 

 

219 
 

出力メッセージ／エラー状態 対応方法 

IISの停止に失敗したため、インスト

ールを中止します 

インストール実行中に IIS停止に失敗した際に表示されるエラー

です。 

一度コンピューターを再起動して改めて NEXT サーバーインスト

ーラー チーム版を実行してください。 

上記対応で改善しない場合は NEXT チームサーバーをアンインス

トールしてコンピューターを再起動した後、NEXT サーバーイン

ストーラー チーム版を実行してください。 

DBの接続設定に失敗しました インストール実行中に設定ファイルの書き換え失敗した際に表示

されるエラーです。 

NEXT チームサーバーをアンインストールしてコンピューターを

再起動した後、改めて NEXT サーバーインストーラー チーム版

を実行してください。 

DBの初期化に失敗しました データベースのサービスが起動していない、または何らかの理由

でデータベースが操作できない場合に表示されるエラーです。 

まずは NEXT チームサーバーのインストールに失敗しているた

め、NEXT チームサーバーをアンインストールしてください。 

以下の手順で PostgreSQLのサービスが稼働しているかを確認し

ます。 

1. WindowsServerのスタートメニュー [Windows 管理ツー

ル] > [サービス]を選択し、サービスを起動します。 

2. 一覧から「postgresql-x64-13」を探し、状態が「実行中」で

あることを確認します。 

サービスが実行中では無い場合は右クリックから[開始]を選択し

実行した後、改めて NEXT サーバーインストーラー チーム版を

実行してください。 

一覧に「postgresql-x64-13」が存在しない、またはサービスが

実行できない場合は PostgreSQLをアンインストールした後、

NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してください。 

 

上記対応で改善しない場合は NEXT チームサーバーと

PostgreSQLをアンインストールしてコンピューターを再起動し

た後、NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してくださ

い。 

IIS Webサイトの作成に失敗しまし

た 

IISのWebサイト作成に失敗した際に表示されるエラーです。 

一度コンピューターを再起動して改めて NEXT サーバーインスト

ーラー チーム版を実行してください。 

上記対応で改善しない場合は NEXT チームサーバーをアンインス

トールしてコンピューターを再起動した後、NEXT サーバーイン

ストーラー チーム版を実行してください。 
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出力メッセージ／エラー状態 対応方法 

IISの開始に失敗しました IISの起動に失敗した際に表示されるエラーです。 

一度コンピューターを再起動して改めて NEXT サーバーインスト

ーラー チーム版を実行してください。 

上記対応で改善しない場合は NEXT チームサーバーをアンインス

トールしてコンピューターを再起動した後、NEXT サーバーイン

ストーラー チーム版を実行してください。 

タスクスケジューラの作成に失敗し

ました 

NEXT チームサーバーのタスクスケジューラ

「NEXTServerDeleteLog」の作成に失敗した際に表示されるエラ

ーです。 

再度 NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してくださ

い。 

上記対応で改善しない場合は NEXT チームサーバーをアンインス

トールしてコンピューターを再起動した後、NEXT サーバーイン

ストーラー チーム版を実行してください。 

データベースの設定に失敗しました DB関連のエラーでインストールに失敗した際に表示されるエラ

ーです。 

当メッセージの前に表示されたエラーメッセージに従い対応して

ください。 

インストールに失敗しました DB以外のエラーでインストールに失敗した際に表示されるエラ

ーです。 

当メッセージの前に表示されたエラーメッセージに従い対応して

ください。 
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出力メッセージ／エラー状態 対応方法 

インストールファイルのバックアッ

プに失敗したため、インストールを中

止します 

インストールファイルのバックアップ処理が失敗した際に表示さ

れるエラーです。 

エクスプローラーを開いている状態、かつクイックアクセスに

NEXT チームサーバーのインストールフォルダ「C:\Program 

Files\ARCACLAVIS NEXT\Server」が登録されている場合も本

エラーが表示されます。 

 

※本メッセージは、修復インストール時のみ表示されます。 

NEXT チームサーバーをバージョンアップする場合は、エクスプ

ローラーを終了させた後、改めて NEXT サーバーインストーラー 

チーム版を実行してください。 

インストールを中断しました。 

インストーラーを再実行して下さい。 

NEXT チームサーバーのインストール中にキャンセル処理が行わ

れた際に、正常にロールバック処理が成功しました。 

※本メッセージは、修復インストール時のみ表示されます。 

NEXT チームサーバーをバージョンアップする場合は、再度

NEXT サーバーインストーラー チーム版を実行してください。 

インストールに失敗しました。 

アンインストール後、インストーラー

を再実行して下さい。 

NEXT チームサーバーのインストール中にキャンセル処理が行わ

れた際に実行されるロールバック処理が失敗した際に表示される

エラーです。 

※本メッセージは、修復インストール時のみ表示されます。 

インストール済みの NEXT チームサーバーをアンインストール後

にコンピューターを再起動して、改めて NEXT サーバーインスト

ーラー チーム版を実行してください。 

IIS停止に失敗しました。アンインス

トールはキャンセルされました。 

IIS停止に失敗した際に表示されるエラーです。 

以下の手順により手動で IISを停止した後、改めてアンインスト

ールを実行してください。 

1. WindowsServerのスタートメニュー [Windows 管理ツー

ル] > [サービス]を選択し、サービスを起動します。 

2. 一覧から「World Wide Web 発行サービス」を探し、右クリ

ックして[停止]を選択します。 
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出力メッセージ／エラー状態 対応方法 

IISの開始に失敗しました。アンイン

ストール後、IISを開始してください。 

IISの起動に失敗した際に表示されるエラーです。 

以下の手順により手動で IISを起動します。 

1. WindowsServerのスタートメニュー [Windows 管理ツー

ル] > [サービス]を選択し、サービスを起動します。 

2. 一覧から「World Wide Web 発行サービス」を探し、右クリ

ックして[開始]を選択します。 
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IC カードを忘れた/紛失した、カメラを忘れた/壊れてしまった 

 

NEXT クライアントの利用者本人が二要素認証のための ICカードを忘れた、外出時にカメラが壊れたなど

で NEXT による画面ロックを解除できないと業務が止まることを避けるため、緊急パスワードで一時的に

Windowsへサインインします。 

 

NEXT 緊急パスワードを発行する 

 

緊急パスワードの発行は管理者が NEXT マネージャーで行います。 

発行手順は、「11.6. NEXT 緊急パスワードの発行」を参照してください。 

 

NEXT 緊急パスワードを利用して Windows へサインインする 

 

発行された緊急パスワードを管理者から NEXT クライアントの利用者へ通知を受け、NEXT クライアント

で緊急パスワードでのサインインを行います。 

緊急パスワードのサインイン手順は、「ARCACLAVIS NEXT クライアント操作ガイド」を参照してくださ

い。 
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NEXT ユーザーのロックアウト 

 

NEXT ユーザーは、ポリシー設定でロックアウトのしきい値を設定している場合、NEXT 認証に失敗し続け、

その失敗回数がポリシー設定の指定回数を超えるとロックアウトします。 

 

NEXT 認証の失敗は以下のように管理されます。 

・認証方式によらず、各 NEXT ユーザー単位でロックカウンタを持っており、失敗回数を管理しています。 

・NEXT 認証が成功した場合、ロックカウンタを 0回に戻します。 

 また、NEXT サーバーでのワンタイムパスワードシークレット発行時、およびワンタイムパスワードシー

クレットリセット時における NEXT パスワード認証が成功した場合や、NEXT クライアントでのワンタイ

ムパスワードシークレット発行時の NEXT パスワード認証に成功してサインインした場合についても、ロッ

クカウンタを 0回に戻します。 

 ただし、ワンタイムパスワード認証によるサインイン成功時は、ロックカウンタをリセットしません。 

・NEXT 認証が失敗した場合、ロックカウンタをカウントアップします。 

・カウントアップ方式のため、ポリシー設定を変更した場合、以下のような影響を受けます。 

 ・ポリシー設定値を減らすと、残試行回数が減ることになります 

 ・ポリシー設定値を増やすと、アカウントロック中だったユーザーがアカウントロックと判定されなくな

る場合があります 

・運用中にポリシー設定でしきい値を変更した場合でも、各 NEXT ユーザー単位のロックカウンタはそのま

まとなります。しきい値を少なくする場合は、ご注意ください。 

 

以下の NEXT 認証の失敗はカウントされます。 

・NEXT クライアントでの NEXT パスワード認証の失敗 

・NEXT クライアントでの ICカード情報登録時の NEXT 認証の失敗 

・NEXT クライアントでの ICカード認証時の ICカード照合の失敗 

・NEXT クライアントでの顔情報登録時の NEXT 認証の失敗 

・NEXT クライアントでの顔認証時の NEXT 認証の失敗 

・NEXT クライアントでのワンタイムパスワードシークレット発行時の NEXT 認証の失敗 

・NEXT クライアントでの NEXT 緊急パスワード認証の失敗 

・NEXT マネージャーへのパスワード認証によるサインイン失敗 

・NEXT マネージャーでのワンタイムパスワードシークレット発行時の NEXT 認証の失敗 

・NEXT マネージャーでのワンタイムパスワードシークレットリセット時の NEXT 認証失敗 

 

以下の NEXT 認証の失敗はカウントされません。 

・NEXT クライアントでの NEXT サーバーに対してオフライン状態での認証 

・NEXT クライアントでの顔認証時の顔照合の失敗 

・NEXT マネージャーへのワンタイムパスワード認証によるサインイン失敗 
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NEXT マネージャーの Web サイト再起動 

 

NEXT マネージャーのWebサイト再起動は以下の手順で行います。 

 

1. NEXT チームサーバー用コンピューターに管理者権限のユーザーでサインインしてください。 

2. スタートメニューから[Windows 管理ツール]-[インターネット インフォメーション サービス (IIS) 

マネージャー]を選択してインターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャーを開きま

す。 
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3. IISマネージャーの「接続」ビューの「サイト」をクリックし、「機能」ビューから「NEXTServer」を

クリックして、「操作」ウィンドウの「再起動」をクリックします。 
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NEXT ユーザーの状態と NEXT 認証の可否 

 

NEXT 緊急パスワードの発行 

 

アカウントの状態によって NEXT 緊急パスワードが発行できるかどうかが変わります。 

 

緊急パスワード発行の可、不可 アカウントの状態 

発行が可能 ・NEXT パスワードが有効期限切れ 

・初回サインイン時に NEXT パスワード変更が必要 

・NEXT ユーザーがオフライン有効日数の期限切れ 

発行が不可 ・NEXT ユーザーが無効 

・NEXT ユーザーが有効期限切れ 

・NEXT ユーザーがロックアウトされている 

 

NEXT マネージャーへの NEXT パスワードでのサインイン 

 

アカウントの状態によって NEXT マネージャーにパスワード認証でサインインできるかどうかが変わりま

す。 

 

認証の可、不可 アカウントの状態 

サインインが不可 ・NEXT ユーザーが無効 

・NEXT ユーザーが有効期限切れ 

・NEXT ユーザーがロックアウトされている 

パスワード変更後にサインインが可能 

※サインイン時に NEXT パスワードの

変更が行われます 

・NEXT パスワードが有効期限切れ 

・初回サインイン時に NEXT パスワード変更が必要 
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NEXT マネージャーへのワンタイムパスワードでのサインイン 

 

アカウントの状態によって NEXT マネージャーにワンタイムパスワードでサインインできるかどうかが変

わります。 

 

認証の可、不可 アカウントの状態 

サインインが可能 ・NEXT ユーザーがロックアウトされている 

・NEXT パスワードが有効期限切れ 

サインインが不可 ・NEXT ユーザーが無効 

・NEXT ユーザーが有効期限切れ 

パスワード変更後にサインインが可能 

※サインイン時に NEXT パスワードの

変更が行われます 

・初回サインイン時に NEXT パスワード変更が必要 
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NEXT ユーザーの状態ごとの復帰 

 

アカウントの状態によって NEXT ユーザーの復帰方法が異なります。 

 

アカウントの状態 NEXT マネージ

ャーの関連する設

定項目 

NEXT マネージャーでの復帰

方法 

NEXT クライアントでの復

帰方法（オンラインのみ） 

NEXT ユーザーが

無効 

[NEXT ユーザー

一覧]-[ユーザー

管理]-[無効] 

無効に設定されている NEXT 

ユーザーの「無効」をオフに設

定してください。（※1） 

NEXT クライアントからの

復帰はできません。（※2） 

NEXT ユーザーが

有効期限切れ 

[NEXT ユーザー

一覧]-[ユーザー

管理]-[有効期間

(開始)] 

[NEXT ユーザー

一覧]-[ユーザー

管理]-[有効期間

(終了)] 

有効期限が切れている NEXT 

ユーザーの「有効期間(開始)」、

または「有効期間(終了)」を正

しい日付に設定してください。

（※1） 

NEXT クライアントからの

復帰はできません。（※2） 

NEXT ユーザーが

ロックアウトされ

ている 

[ポリシー設

定]-[NEXT ユー

ザーのロックアウ

トのしきい値] 

ロックアウトされているNEXT 

ユーザーの[NEXT パスワード

リセット]を行ってください。

（※3） 

NEXT クライアントからの

復帰はできません。（※2） 

NEXT パスワード

が有効期限切れ 

[ポリシー設

定]-[NEXT パス

ワード有効日数] 

NEXT パスワードの有効期限

が切れている NEXT ユーザー

で下記いずれかを行ってくだ

さい。 

・NEXT マネージャーへのサイ

ンイン時に NEXT パスワード

を変更してください。 

・NEXT パスワードの有効期限

が切れている NEXT ユーザー

の[編集]から NEXT パスワー

ドを変更してください。（※3） 

・NEXT マネージャーへワンタ

イムパスワードでサインイン

し、NEXT パスワードを変更し

てください。（※3） 

 

NEXT 認証後にNEXT パス

ワード変更を行ってくださ

い。 

ただし、オフライン時は

NEXT パスワード変更はで

きません。 



      

チーム版ガイド 

 

230 
 

アカウントの状態 NEXT マネージ

ャーの関連する設

定項目 

NEXT マネージャーでの復帰

方法 

NEXT クライアントでの復

帰方法（オンラインのみ） 

初回サインイン時

に NEXT パスワー

ド変更が必要 

[ポリシー設

定]-[初回サイン

イン時に NEXT 

パスワードを変更

する] 

NEXT マネージャーへのサイ

ンイン時に NEXT パスワード

を変更してください。 

NEXT 認証後にNEXT パス

ワード変更を行ってくださ

い。 

ただし、オフライン時は

NEXT パスワード変更はで

きません。 

NEXT ユーザーが

オフライン有効日

数の期限切れ 

[ポリシー設

定]-[オフライン

有効日数] 

※「0」に設定する

と無期限となりま

す 

NEXT チームサーバーからの

復帰はできません。 

オンライン状態で NEXT 認

証を行ってください。 

 

※1：管理者権限の NEXT ユーザーが 1つ、かつ管理者権限の NEXT ユーザーが無効状態の場合は復帰で

きません。管理者(ビルトイン)ユーザーをリセットするか、サポートにお問い合わせください。管理者(ビ

ルトイン)ユーザーをリセットする手順については、「ARCACLAVIS NEXT トラブルシューティングガ

イド」を参照してください。 

※2：NEXT マネージャーでの復帰方法を行った後に、NEXTクライアントでのサインインが可能となりま

す。 

※3：NEXT マネージャーでの復帰方法を行った際に NEXT パスワードを変更した場合は、管理者から利用

者に変更後の NEXT パスワードを通知してください。NEXT パスワードの変更は任意です。 
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NEXT パスワードの変更 

 

NEXT パスワードを変更した際の「NEXT パスワードの更新日時」、「ロックアウトの解除」は以下のルー

ルで行われます。 

 

NEXT パスワードの変更方法 NEXT パスワード

の更新日時 

ロックアウトの解除 

NEXT マネー

ジャー 

管理者ポータルで NEXT ユーザーを新

規に登録する 

※CSV インポートからの追加も含む 

変更される 解除しない 

管理者ポータルで NEXT ユーザーの編

集を行い、NEXT パスワードを入力した

状態で更新する 

※CSV インポートからの更新も含む 

変更される 解除しない 

管理者ポータルで NEXT ユーザーの編

集を行い、NEXT パスワードを入力しな

い状態で更新する 

※CSV インポートからの更新も含む 

変更されない 解除しない 

管理者ポータルで NEXT パスワードリ

セットを実行する 

変更される 解除する 

ユーザーポータルで NEXT パスワード

変更を実行する 

変更される 解除する 

NEXT パスワードの有効期限が切れて

いる状態で、NEXT マネージャーへのサ

インイン時に NEXT パスワードを変更

する 

変更される 解除する 

NEXT クライ

アント 

NEXT パスワードの有効期限が切れて

いる状態で、NEXT 認証後に NEXT パ

スワードを変更し、サインインする 

変更される 解除する 

 

  



      

チーム版ガイド 

 

232 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・著作 株式会社両備システムズ 

ARCACLAVISは、株式会社両備システムズの登録商標です。 

記載されている社名、製品名等は各社の商標または登録商標です。 

記載されている内容は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 

本書の内容については万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどのお気づきの

点がありましたらご連絡ください。 

また、株式会社両備システムズの許可なく、複製・改変などを行うことはできません。 


	1. 本書について
	1.1. 本書の表記
	1.2. 用語

	2. 関連するマニュアル
	3. 概要
	3.1 システム構築手順
	3.2 ワンタイムパスワード認証の概要
	3.
	3.1.
	3.2.
	3.2.1. ワンタイムパスワードシークレットの発行
	3.2.2. ワンタイムパスワード認証
	3.2.3. ワンタイムパスワードシークレットのリセット


	4. インストールする
	4.1 システム構成
	4.2 NEXT チームサーバー
	4.
	4.1.
	4.2.
	4.2.1. インストールされるミドルウェア
	4.2.2. ミドルウェア、ドライバ、ランタイムをインストールする
	4.2.3. NEXT チームサーバーをインストールする
	4.2.4. NEXT チームサーバーをバージョンアップする
	4.2.5. スタートメニュー
	NEXT データベース移行

	4.2.6. 証明書の設定をする
	4.2.7. NEXT サーバー再設定ツール
	NEXT サーバー再設定ツールで再設定が可能な項目
	NEXT サーバー再設定ツールを使用するケース
	接続先データベースのパスワードを変更する
	接続先データベースのポート番号を変更する
	接続先データベースのユーザー名を変更する



	5. サインイン、サインアウト
	5.1 サインイン
	5.
	5.1.
	5.1.1. パスワード認証でのサインイン
	5.1.2. ワンタイムパスワード認証でのサインイン

	5.2 サインアウト

	6. 管理画面の基本操作
	6.1 画面構成
	5.
	5.1.
	5.2.

	6.2 基本操作
	6.3 初期管理者の設定
	5.
	6.
	6.1.
	6.2.
	6.3.
	6.3.1. NEXT パスワードの変更
	6.3.2. 管理者アカウントの追加

	6.4 バージョンの確認
	6.4.
	6.4.1. NEXT チームサーバーのバージョンの確認
	6.4.2. NEXT クライアントのバージョンの確認
	6.4.3. NEXT クライアントの展開後のバージョンの確認

	6.5 プラグイン情報
	6.6 通知
	6.5.
	6.6.
	6.6.1. メールアイコンの通知


	7. コントロール設定
	7.1 アプリケーション設定
	7.
	7.1.
	7.1.1. アプリケーション情報
	7.1.2. システム設定
	ロガーバージョン
	ログ閲覧可能日数設定

	7.1.3. ライセンス管理
	ライセンスの購入
	アクティベーションファイルのダウンロード
	ライセンスの申請
	ライセンス登録
	ライセンス登録のエラーメッセージと対処方法

	ライセンス登録の確認



	8. クライアント一覧
	8.1 概要
	7.2.

	8.2 NEXT クライアントの閲覧
	8.3 NEXT クライアントの検索
	8.4 NEXT クライアントのアップデート状況の確認

	9. クライアント設定
	9.1 概要
	8.
	9.
	9.1.
	9.1.1. クライアント設定のNEXT クライアントインストール時の取り込み
	9.1.2. 複数のクライアント設定
	9.1.3. クライアント設定の変更の反映

	9.2 クライアント情報の設定
	5.
	7.
	8.
	9.
	9.2.
	9.2.1. 基本設定
	9.2.
	9.3.
	9.4.
	9.5.
	9.6.
	9.7.
	9.8.
	9.9.
	9.2.2. 利用する認証方式

	9.3 クライアント設定の作成/編集/削除
	9.3.
	9.3.1. クライアント設定の個別作成
	9.3.2. クライアント設定の用途別作成
	9.3.3. クライアント設定の編集
	9.3.4. クライアント設定の削除

	9.4 クライアント設定のダウンロード

	10. ポリシー設定
	10.1 概要
	10.
	10.1.
	10.1.1. 共通
	10.1.2. NEXT クライアント
	10.1.3. NEXT サーバー
	6.
	6.5.
	6.5.1.

	10.2 ポリシー設定の編集

	11. NEXT ユーザー管理
	11.1 概要
	6.6.
	6.7.

	11.2 NEXT ユーザー情報の設定
	10.
	11.
	11.2.
	11.2.1. 基本設定
	11.2.2. Windowsアカウント

	11.3 NEXT ユーザーの管理
	11.3.
	11.3.1. NEXT ユーザーの作成
	11.3.2. NEXT ユーザーの編集
	11.3.3. NEXT ユーザーの削除
	11.3.4. NEXT ユーザーの検索
	11.3.5. NEXT ユーザーのロックアウトの解除
	11.3.6. NEXT ユーザーのロール設定

	11.4 ICカードマスタ管理
	11.4.
	11.4.1. 対応しているICカードのシリアル情報
	11.4.2. ICカードの登録
	11.4.3. ICカードの編集
	11.4.4. ICカードの削除

	11.5 顔認証マスタ管理
	11.5.
	11.5.1. 顔情報の登録
	11.5.2. 顔情報のオプションの設定
	11.5.3. 顔情報の削除
	11.5.4. 顔情報の自動更新

	11.6 NEXT 緊急パスワードの発行
	11.7 ワンタイムパスワード
	11.6.
	11.7.
	11.7.1. 対応しているスマートフォンのAuthenticatorアプリ
	11.7.2. ワンタイムパスワードシークレットの発行
	11.7.3. ワンタイムパスワードシークレットのリセット


	12. ログ管理
	13. バックアップ
	13.1 概要
	13.2 NEXT 管理DBファイル、NEXT コントロール設定DBファイルをバックアップする
	12.
	13.
	13.2.
	13.2.1. バックアップ用バッチファイルを作成
	13.2.2. バッチファイルをタスクスケジューラに登録
	13.2.3. バックアップ用タスクスケジューラの動作確認

	13.3 NEXT ログDBファイルをバックアップする
	13.3.
	13.3.1. バックアップ用バッチファイルを作成
	13.3.2. バッチファイルをタスクスケジューラに登録
	13.3.3. バックアップ用タスクスケジューラの動作確認


	14. リストア
	14.1 概要
	14.2 NEXT 管理DBファイル、NEXT コントロール設定DBファイルをリストアする
	14.
	14.2.
	14.2.1. 現在のNEXT 管理DBファイル、NEXT コントロール設定DBをバックアップ
	14.2.2. IISの停止
	14.2.3. タスクスケジューラの無効化
	14.2.4. NEXT 管理DBファイル、NEXT コントロール設定DBのリストア用バッチファイルを作成
	14.2.5. NEXT 管理DBファイル、NEXT コントロール設定DBファイルをリストア
	14.2.6. IISの開始
	14.2.7. タスクスケジューラの有効化

	14.3 NEXT ログDBファイルをリストアする
	14.3.
	14.3.1. 現在のNEXT ログDBファイルをバックアップ
	14.3.2. IISの停止
	14.3.3. タスクスケジューラの無効化
	14.3.4. NEXT ログDBファイルのリストア用バッチファイルを作成
	14.3.5. NEXT ログDBファイルをリストア
	14.3.6. IISの開始
	14.3.7. タスクスケジューラの有効化
	15.
	15.2.


	付録
	アンイストール方法
	NEXT チームサーバー

	インストーラーのエラーメッセージ
	NEXT サーバーインストーラー チーム版

	ICカードを忘れた/紛失した、カメラを忘れた/壊れてしまった
	NEXT 緊急パスワードを発行する
	NEXT 緊急パスワードを利用してWindowsへサインインする

	NEXT ユーザーのロックアウト
	NEXT マネージャーのWebサイト再起動
	NEXT ユーザーの状態とNEXT 認証の可否
	NEXT 緊急パスワードの発行
	NEXT マネージャーへのNEXT パスワードでのサインイン
	NEXT マネージャーへのワンタイムパスワードでのサインイン

	NEXT ユーザーの状態ごとの復帰
	NEXT パスワードの変更


